
正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈

月
借
銭
解
編

第
十
分
冊
（
完
）

宮

川

久

美

M
IY
A
G
A
W
A

H
isam

i

― 1 ―



正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈

月
借
銭
解
編

第
十
分
冊(

完)

The
Japanese

Reading
ofChinese

Texts
in
the

Book
ofJapanese

ofG
esshakusen-ge

（partofShoso-in-m
onjo

）

and
Explanatory

N
otes

on
it

宮

川

久

美

M
IY
A
G
A
W
A
H
isam

i

キ
ー
ワ
ー
ド

尊
（
ミ
コ
ト
）

出
挙
銭

借
貸
銭

商
錢

冒
名

納
報

目
次

は
じ
め
に

第
一
分
冊
の
1

凡
例

第
一
分
冊
の
1

月
借
銭
解
に
つ
い
て

第
一
分
冊
の
2

本
文
編
（
第
十
分
冊
で
は

～

、

～

、
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、
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専
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期
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表
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第
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冊
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30
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注
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～
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す
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成
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、
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、
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死
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第
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第
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の
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追
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大
羅
嶋
守
月
借
銭
解

二
十
三
ノ
三
～
四

続
続
修
四
十
ー
三
裏
第

紙

101

6

訓
読
文

大
羅
嶋
守
解
す

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
参
佰
文
〈
利
は
百
文
ご
と
に
十
五
文
を
加
ふ
〉

右
は
二
箇
月
を
限
り
て

本
利
並
び
に
将
に
進
納
せ
む
。
仍
り
て
事
の
状
を
注
し
て

以
て
謹
み
て
解
す
。

寳
龜
五
年
九
月
十
八
日

大
羅
嶋
守
謹
み
て
状
す

「
員
に
依
り
て
行
へ

私

更
」

（
別
筆
１
・
朱
）

「
徴
納

大
伴
浄
人
」

（
別
筆
２
）

「
借
用

大
伴
真
廣
」

（
別
筆
３
・
朱
）

「
同
月
廿
五
日
を
以
て
三
百
十
一
文
を
納
む
〈
三
百
文
は
本
、
十
一
文
は
利
〉
」

（
返
済
記
録
）

注
釈

大

羅

嶋

守

経
師
。
大
編
、
大
網
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え

お
ほ
よ
さ
み
の
し
ま
も
り

る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

41
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合
参
佰
文
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行
目
）
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大
日
本
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文
書
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参
佰
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翻
刻
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が
、

2
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合
参
佰
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箇
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釈
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返
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の
右
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に
書
か
れ
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い
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。
し

お
お
と
も
の
ま
ひ
ろ

3

か
し
、
大
伴
真
廣
の
借
銭
解
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
返
済
さ
れ
た
三
百
文
を
大
伴
真

廣
が
借
用
し
た
と
い
う
意
味
な
の
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な
い
。
大
伴
真
廣
は
真
尋
に
も
作
る
。

お
お
と
も
の
ま
ひ
ろ

装
潢
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

54
63
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ノ
五
十
一

続
続
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四
十
ー
四
裏
第

～

紙

102

19
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訓
読
文

〔
謹
み
て
解
す
。
〕

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

〔
銭
参
〕
貫
肆
佰
文
〈
利
は
百
別
に
十
五
文
〉

ご
と

舟
木
直
麻
呂

六
百
文

刑
部
真
主

六
百
文

占
部
忍
男

七
百
文

酒
波
家
麻
呂

五
百
文

桒
内
真
公

八
百
文

工
浄
成

五
百
文

他
田
嶋
麻
呂

四
百
文

右
件
の
錢
は
料
を
給
は
ら
む
時
に
當
り
て
本
利
并
せ
て
數
に
依
り
て
将
に
進
上
せ
む
。

み

ぎ

若
し
一
人
闕
か
ば
、
遺
れ
る
人
等
、
數
に
依
り
て
進
納
せ
む
。
仍
り
て
事
の
状
を
具

さ
に
注
し
て
以
て
解
す
。

寳
龜
五
年
九
月
十
九
日

「
信
」

（
別
筆
１
・
朱
）

「
穂
」

（
別
筆
２
・
朱
）

「
和
」

（
別
筆
３
・
朱
）

「
信
」

（
別
筆
４
・
朱
）

「
信
」

（
別
筆
５
・
朱
）

「
十
一
月
廿
八
日
を
以
て
八
百
七
文
を
納
む
」
〈
六
百
文
は
本
〉
」

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

「
十
一
月
廿
九
日
を
以
て
九
百
卌
二
文
を
納
む
〈
七
百
文
は
本
〉
」

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

「
十
二
月
二
日
を
以
て
六
百
七
十
八
文
を
納
む
」

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

「
十
二
月
二
日
を
以
て
五
百
卅
八
文
を
納
む
〈
四
百
文
は
本
〉
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

「
十
二
月
六
日
を
以
て
五
百
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
、
二
百
九
十
二
文
は
二
月

（
返
済
記
録
５
・
朱
）

又
十
三
日
利
〉

定
六
百
文
」

「
十
二
月
十
一
日
を
以
て
二
百
卌
文
を
納
む
。
二
月
又
廿
日
の
利
」

（
返
済
記
録
６
・
朱
）

「
六
年
四
月
六
日
、
六
百
六
十
文
を
納
む
。
〈
三
百
文
は
本
、
三
百
六
十

、

（
返
済
記
録
７
・
朱
）

定
三
百
文
〉
」

「
六
年
六
月
二
日
を
以
て
一
千
九
十
五
文
を
納
む
。
」

（
返
済
記
録
８
・
朱
）

「
六
月
九
日
、
二
百
卅
文
を
納
む
。
〈
九
十
五
文
は
二
月
又
三
日
の
利
、
一
百
文
は

（
返
済
記
録
９
・
朱
）

本
〉
定
二
百
文
、
余
卅
五
文
」

「
十
月
三
日
、
二
百
七
十
七
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
、

〉
」

（
返
済
記
録
１
０
・
朱
）

注
釈

〔
銭
参
〕
貫
肆
佰
文

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
参
」
を
読
ん
で
い
る
が
、
写
真
で

は
見
え
な
い
。
「
肆
」
も
す
り
消
し
の
上
か
ら
の
訂
正
の
よ
う
に
見
え
る
。
工
浄
成

が
抹
消
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
、
五
百
文
を
差
し
引
く
と
、
総
額
三
貫
六
百
文

と
な
る
。
「
肆
」
の
右
側
の
朱
の
訂
正
「
六
」
は
総
額
が
三
貫
六
百
文
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

舟
木
直
麻
呂

経
師
。
船
木
直
麻
呂
。
氏
を
中
臣
船
木
に
も
作
る
。
舩
木
麿
に
も
作

ふ
な
き
の
あ
た
へ
ま
ろ

る
。
宝
亀
元
年
～
五
年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

26
49
63
85
86
102

刑
部
真
主

経
師
。
天
平
宝
字
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

お
さ
か
べ
の
ま
ぬ
し

に
見
え
る
。

32
51
79
102

占
部
忍
男

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

う
ら
べ
の
お
し
を

14
49
62
85
97
102

14

酒
波
家
麿

経
師
。

に
見
え
る
。

お
よ
び

参
照
。

さ
か
な
み
の
い
へ
ま
ろ

49
85
102

49

26

桒
内
真
公

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

く
は
う
ち
の
ま
ぎ
み

15
21
28
62
76
86
93
95
102

15

工

浄

成

経
師
。

参
照
。

た
く
み
の
き
よ
な
り

7

他
田
嶋
麻
呂

経
師
。
嶋
万
呂
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え
る
。

お

さ

だ

の

し

ま

ま

ろ

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

7
49
52
57
97
102
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「
十
二
月
十
一
日
を
以
て
二
百
卌
文
を
納
む
。
二
月
又
廿
日
の
利
」

（
返
済
記
録
６
・
朱
）

「
六
年
四
月
六
日
、
六
百
六
十
文
を
納
む
。
〈
三
百
文
は
本
、
三
百
六
十

、

（
返
済
記
録
７
・
朱
）

定
三
百
文
〉
」

「
六
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六
月
二
日
を
以
て
一
千
九
十
五
文
を
納
む
。
」
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返
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記
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８
・
朱
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「
六
月
九
日
、
二
百
卅
文
を
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む
。
〈
九
十
五
文
は
二
月
又
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日
の
利
、
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百
文
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（
返
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記
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９
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〉
定
二
百
文
、
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五
文
」

「
十
月
三
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、
二
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。
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文
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」
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文
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日
本
古
文
書
』
は
「
参
」
を
読
ん
で
い
る
が
、
写
真
で

は
見
え
な
い
。
「
肆
」
も
す
り
消
し
の
上
か
ら
の
訂
正
の
よ
う
に
見
え
る
。
工
浄
成

が
抹
消
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
、
五
百
文
を
差
し
引
く
と
、
総
額
三
貫
六
百
文

と
な
る
。
「
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」
の
右
側
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朱
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六
」
は
総
額
が
三
貫
六
百
文
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

舟
木
直
麻
呂

経
師
。
船
木
直
麻
呂
。
氏
を
中
臣
船
木
に
も
作
る
。
舩
木
麿
に
も
作

ふ
な
き
の
あ
た
へ
ま
ろ

る
。
宝
亀
元
年
～
五
年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

26
49
63
85
86
102

刑
部
真
主

経
師
。
天
平
宝
字
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

お
さ
か
べ
の
ま
ぬ
し

に
見
え
る
。

32
51
79
102

占
部
忍
男

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

う
ら
べ
の
お
し
を

14
49
62
85
97
102

14

酒
波
家
麿

経
師
。

に
見
え
る
。

お
よ
び

参
照
。

さ
か
な
み
の
い
へ
ま
ろ

49
85
102

49

26

桒
内
真
公

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

く
は
う
ち
の
ま
ぎ
み

15
21
28
62
76
86
93
95
102

15

工

浄

成

経
師
。

参
照
。

た
く
み
の
き
よ
な
り

7

他
田
嶋
麻
呂

経
師
。
嶋
万
呂
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え
る
。

お

さ

だ

の

し

ま

ま

ろ

月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

7
49
52
57
97
102
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右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

本
利
并

「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
月
借
銭
解
中
、

と

の
「
并
加
本
利
」

30

49

の
み
、
正
格
の
語
順
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1

＊
こ
の
解
文
と
次
の

の
解
文
は
第

紙
と

紙
の
継
ぎ
目
に
ま
た
が
っ
て
書
か
れ

103

18

19

て
い
る
。

＊
別
筆
の
「
信
」
「
穂
」
「
和
」
な
ど
は
貸
し
出
す
財
源
の
メ
モ
か
。

の
注
釈

3

「
一
切
」
参
照
。

＊
日
付
の
後
ろ
か
ら
切
断
さ
れ
て
お
り
、
裁
可
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

＊
返
済
記
録

は
舟
木
直
麻
呂
の
も
の
。

1

＊
返
済
記
録

は
占
部
忍
男
の
も
の
。

2

＊
返
済
記
録

は
酒
波
家
麻
呂
の
も
の
。

3

＊
返
済
記
録

は
他
田
嶋
麻
呂
の
も
の
。

4

＊
返
済
記
録

は
桒
内
真
公
の
も
の
。

5

＊
返
済
記
録

は
刑
部
真
主
の
も
の
。

6

＊
返
済
記
録

は
桒
内
真
公
の
も
の
。

7

＊
返
済
記
録

は
刑
部
真
主
の
も
の
。

8

＊
返
済
記
録

は
桒
内
真
公
の
も
の
。
こ
の
時
点
で
元
本
が
ま
だ
二
百
文
残
っ
て
い

9

る
。

＊
返
済
記
録

は
桒
内
真
公
の
も
の
。
六
月
九
日
以
降
の
二
百
文
に
対
す
る
利
子
と

10

元
本
二
百
文
か
ら
六
月
九
日
に
「
余
卅
五
文
」
と
記
さ
れ
て
い
た
払
い
す
ぎ
の
分
を

差
し
引
い
た
額
が
二
百
七
十
七
文
で
あ
る
。

つ
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金
月
足
・
丈
部
濱
足
連
署
月
借
銭
解

二
十
三
ノ
一
七
九

続
続
修
四
十
ー
四
裏
第

～

紙

103

19

18

訓
読
文

寳
龜
五
年
十
一
月
卅
日

金
月
足

丈
部
濱
足

「
七
月
十
九
日
、
三
百
八
十
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
、
一
百
八
十
文
は
二
月
之

（
返
済
記
録
１
・
朱
）

利
〉
」

「
九
月
廿
日
三
百
二
十
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
、
一
百
廿
文
は
二
月
之
利
。
定

（
返
済
記
録
２
・
朱
）

二
百
文
〉
」

「
十
月
廿
七
日
、
二
百
卅
六
文
〔
を
納
む
〕
〈
二
百
文
は
本
、
卅
六
文
は
一
月
又
六

（
返
済
記
録
３
・
朱
）

日
の
利
〉
」

「
六
百
廿
五
文

定
六
百
文

四
百
文
は
本
、
二
百
廿
五
文
は
利
」

（
返
済
記
録
４
・
朱
）

注
釈

金
月
足

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

こ
む
の
つ
き
た
り

3
29
42
52
66
68
83
90
100
103

3

丈

部

濱

足

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参

は
せ
つ
か
べ
の
は
ま
た
り

2
29
34
52
62
66
75
90
103
105

2

照
。

定

残
り
の
意
。
負
債
の
残
高
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

＊
こ
の
文
書
は
前
欠
で
あ
る
。
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大
網
嶋
守
月
借
銭
解

二
十
三
ノ
一
八
〇

続
続
修
四
十
ー
三
裏
第

紙

104

27

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
壹
貫
文

〈
百
文
ご
と
に
に
十
五
文
を
加
ふ
。
〉

右
件
の
錢
は
、
一
箇
月
の
内
を
限
り
て
利
を
本
に
加
へ
、
數
の
如
く
將
に
進
上
せ
む
。

み

ぎ

仍
り
て
事
の
状
を
注
し
て
謹
み
て
以
て
解
す
。

寳
龜
五
年
十
二
月
一
日

大
網
嶋
守
謹
み
て
状
す
。

證
人

大
伴
浄
人

「
員
に
依
り
て
行
へ
」

（
別
筆
１
・
朱
）

「
且
五
百
文
を
下
し
充
つ
〈
信
〉
」

（
別
筆
２
・
朱
）

「
又
伍
佰
文
を
請
ふ
」

（

別

筆

３

）

「
廿
九
日
を
以
て
八
百
五
十
文
を
納
む
。
〈
六
百
文
は
本
。

定
本
九
百
文
。
二
百

（
返
済
記
録
１
）

五
十
文
は
利

定
八
百
十
文
〉
」

「
六
年
二
月
廿
九
日
を
以
て
一
千
一
百
七
十
文
を
納
め
了
る
。
〈
九
百
文
は
本
。
二

（
返
済
記
録
２
）

百
七
十
〔
文
〕
は
利
〉
」

注
釈

右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

大

網

嶋

守

経
師
。
大
編
、
大
羅
に
も
作
る
。
宝
亀
元
年
か
ら
宝
亀
七
年
に
見
え

お
ほ
よ
さ
み
の
し
ま
も
り

る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

41
70
101
104

證
人

事
実
の
有
無
を
証
明
す
る
人
。

の
注
釈
「
保
」
参
照
。

1

大
伴
浄
人

経
師
・
校
生
。
月
借
銭
解
で
は

（
證
人
）
、

（
知
申
給
人
）
、

お
お
と
も
の
き
よ
ひ
と

24

49

101

（
徴
納
）
、

（
證
人
）
、

（
徴
成
将
進
人
）
と
あ
る
。

参
照
。

104

106

24

定
本
九
百
文

定
は
残
り
の
意
。
八
百
五
十
文
の
返
済
の
う
ち
、
六
百
文
が
元
本
の

返
済
に
、
二
百
五
十
文
は
利
子
の
返
済
に
充
て
ら
れ
、
差
し
引
き
勘
定
し
て
元
本
が

九
百
文
残
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

＊
別
筆

は
「
合
壹
貫
文
」
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
一
貫
文
の
借
銭
を

3

申
し
込
み
、
そ
れ
に
対
し
て
別
筆

で
判
許
が
あ
り
、
そ
の
後
、
又
五
百
文
を
請
う

1

た
ら
し
い
。
そ
れ
も
下
し
充
て
ら
れ
、
計
一
貫
五
百
文
の
借
銭
と
な
っ
た
。
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證
人

事
実
の
有
無
を
証
明
す
る
人
。

の
注
釈
「
保
」
参
照
。

1

大
伴
浄
人

経
師
・
校
生
。
月
借
銭
解
で
は

（
證
人
）
、

（
知
申
給
人
）
、

お
お
と
も
の
き
よ
ひ
と

24

49

101

（
徴
納
）
、

（
證
人
）
、

（
徴
成
将
進
人
）
と
あ
る
。

参
照
。

104

106

24

定
本
九
百
文

定
は
残
り
の
意
。
八
百
五
十
文
の
返
済
の
う
ち
、
六
百
文
が
元
本
の

返
済
に
、
二
百
五
十
文
は
利
子
の
返
済
に
充
て
ら
れ
、
差
し
引
き
勘
定
し
て
元
本
が

九
百
文
残
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
。
『
名
義
抄
』
に
「
ト
ド
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

＊
別
筆

は
「
合
壹
貫
文
」
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
一
貫
文
の
借
銭
を

3

申
し
込
み
、
そ
れ
に
対
し
て
別
筆

で
判
許
が
あ
り
、
そ
の
後
、
又
五
百
文
を
請
う

1

た
ら
し
い
。
そ
れ
も
下
し
充
て
ら
れ
、
計
一
貫
五
百
文
の
借
銭
と
な
っ
た
。
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山
部
針
間
麻
呂
月
借
銭
解

二
十
三
ノ
五
一
六

続
続
修
四
十
ー
三
裏
第

紙

105

62

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
貳
佰
文
〈
利
者
百

別
に
十
五
文
〉

は

ひ
ゃ
く
ご
と

右
件
の
錢
は
、
料
を
給
は
ら
む
時
に
當
り
て
、
本
利
共
に
進
上
せ
む
。
仍
り
て
状

み

ぎ

を
注
し
て
解
す
。

寳
龜
六
年
五
月
卅
日

山
部
針
間
麻
呂

償
人

丈
部
濱
足

「
員
に
依
り
て
行
へ

本
」

（
別
筆
・
朱
）

「
七
月
十
四
日
を
以
て
二
百
卌
二
文
を
納
む
。
〈
二
百
文
は
本
、
卌
二
文
は
一
月
又

（
返
済
記
録
・
朱
）

十
二
日
の
利
〉
」

注
釈

貳
佰
文

「
佰
」
の
字
体
は
一
画
少
な
い
字
体
。
写
真
参
照
。

右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

本
利
共

元
本
も
利
息
も
と
も
に
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1

償
人

債
務
者
が
逃
亡
・
死
亡
等
に
よ
り
支
払
い
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
支
払
い
保

証
を
す
る
人
。

の
注
釈
「
保
」
参
照
。

1

山
部
針
間
麻
呂

経
師
。
針
間
万
呂
、
播
磨
万
呂
、
夜
部
播
磨
万
呂
に
も
つ
く
る
。

や

ま

べ

の

は

り

ま

ま

ろ

天
平
二
十
年
～
宝
亀
五
年
に
見
え
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え

22
29
33
61
72
75
76
105

る
。

丈

部

濱

足

経
師
。
天
平
勝
宝
六
年
か
ら
宝
亀
六
年
ま
で
に
見
え
る
。
月
借
銭
解

は
せ
つ
か
べ
の
は
ま
た
り

で
は

に
見
え
る
。

2
29
34
52
62
66
75
90
103
105
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刑
部
廣
濱
月
借
銭
解

二
十
三
ノ
五
六
八
～
五
六
九

続
続
修
四
十
ー
四
裏
第

紙

106

62
訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
月
借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
五
佰
文
〈
利
は
百

別
に
十
五
文
〉
質
は
布
三
端

ひ
ゃ
く
ご
と

右
の
錢
を
進
る
者
、
料
を
給
は
ら
む
日
を
限
り
て
、
本
利
員
に
依
り
て
進
納
せ
む
。

は

か
ず

仍
り
て
状
を
注
し
て
以
て
解
す
。寳

龜
六
年
十
一
月
十
五
日

刑
部
廣
濱

徴
り
成
し
て
將
に
進
る
人

大
伴
浄
人

は
た

償

物
部
常
石

大
春
日
鳥
養

注
釈

刑
部
廣
濱

装
潢
。

に
見
え
る
。

参
照
。

お
さ
か
べ
の
ひ
ろ
は
ま

4
13
54
57
58
83
106

4

大
伴
浄
人

経
師
・
校
生
。
月
借
銭
解
で
は

（
證
人
）
、

（
知
申
給
人
）
、

お
お
と
も
の
き
よ
ひ
と

24

49

101

（
徴
納
）
、

（
證
人
）
、

（
徴
成
将
進
人
）
と
あ
る
。

参
照
。

104

106

24

償

償
人
。
債
務
者
が
逃
亡
・
死
亡
等
に
よ
り
支
払
い
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
支
払

い
保
証
を
す
る
人
。

の
注
釈
「
保
」
参
照
。

1

物
部
常
石

経
師
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。

参
照
。

も
の
の
べ
の
と
こ
い
は

49
57
63
76
95

49

大
春
日
鳥
養

経
師
。
大
春
に
も
作
る
。
宝
亀
六
年
か
ら
七
年
に
東
大
寺
一
切
経
所

お
ほ
か
す
が
の
と
り
か
ひ

に
出
仕
し
た
。
「
大
春
日
」
を
二
字
に
し
て
「
大
春
」
に
も
作
る
の
は
、

の
「
大

41

依
羅
」
を
「
大
羅
」
に
も
作
る
の
と
同
じ
。

＊
裁
可
記
録
・
返
済
記
録
と
も
に
な
い
。
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置
始
清
足
解

二
十
二
ノ
五
八
～
五
九

続
々
修
二
十
三
ー
四
ウ
第

紙

107

2

訓
読
文

謹
み
て
解
す

布
を
沽
る
事
を
申
す
。

う

壹
端

直
の
銭
貳
佰
文

右
件
の
布
は
料
給
日
に
即
ち
在
る
中
の
吉
き
乎
将
に
進
上
せ
む

よ

を

仍
り
て
状
を
注
し
て
謹
み
て
以
て
解
す
。

寳
龜
四
年
八
月
二
十
二
日
請
く
。
置
始
清
足

う

員
に
依
り
て
行
へ

上
之

（
別
筆
・
朱
）

注
釈

在
中
吉
乎

『
大
日
本
古
文
書
』
は
「
吉
手
」
と
翻
刻
す
る
が
、
「
吉
乎
」
と
よ
み
、

料
を
給
せ
ら
れ
た
日
に
そ
の
中
で
も
よ
い
も
の
を
、
借
り
た
銭
二
百
文
の
値
と
し
て

進
上
す
る
と
い
う
意
味
と
解
し
た
。

月
借
銭
解
の
通
常
の
様
式
と
は
異
な
る
が
、
実
態
は
銭
を
借
り
て
布
で
返
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
の
で
月
借
銭
解
と
見
な
す
。
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出
舉
銭
解

三
ノ
三
九
一

続
修
二
十
五
ー
一

201

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

出
舉
銭
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
銭
二
百
卌
文
〈
半
倍
を
限
り
と
す
。
質
は
門
田
一
段
。
〉

右
件
の
銭
は
、
秋
時
を
過
ぎ
ず
、
成
し
而
進
上
せ
む
。
謹
み
て
解
す
。

み

ぎ

あ

き

て

新
田
部
宿
祢
入
加
、
惠
加
良
古
宇
都
久
志
女

二
人
生
死
同
心
に
し
て
成
し
而
進
上
せ
む
。
謹
み
て
申
す
。

て

天
平
勝
寳
二
年
五
月
六
日

注
釈

謹
解

申
請
出
舉
銭
事

解
と
申
の
間
に
二
字
分
の
空
間
が
あ
り
、
ま
た
、
書
き

止
め
文
言
が
「
謹
解
」
と
な
っ
て
い
て
、
始
め
と
終
わ
り
を
「
謹
解
」
に
す
る
の
が

定
型
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
謹
み
て
解
す
」
で
い
っ

た
ん
切
っ
て
、
「
出
舉
銭
を
請
ふ
事
を
申
す
」
と
訓
む
。
「
謹
み
て
解
し
申
す
。
出

舉
銭
を
請
ふ
事
」
と
は
訓
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

出
舉
銭

月
借
銭
と
は
、
返
済
期
限
と
金
利
、
貸
し
出
し
・
返
済
の
時
期
が
異
な
る
。

す
な
わ
ち
月
借
銭
が
原
則
と
し
て
一
箇
月
に
限
っ
て
の
貸
し
出
し
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
出
挙
銭
は
一
年
以
内
と
す
る
。
金
利
は
、
月
借
銭
が
一
箇
月
に
つ
き

％
な
い

13

し

％
で
あ
る
の
に
対
し
て
出
挙
銭
は
一
年
に
つ
き
十
割
（
官
の
場
合
は
五
割
）
と

15
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
挙
銭
の
貸
し
出
し
時
期
は
春
夏
、
返
済
時
期
は
秋
と
な
っ
て

い
る
が
、
月
借
銭
は
随
時
で
あ
る
。
借
金
証
文
と
い
う
点
で
は
月
借
銭
解
と
共
通
す

る
の
で
こ
こ
に
加
え
た
。
補
注

参
照
。

3

限
半
倍

利
息
は
五
割
を
限
度
と
す
る
と
い
う
意
味
。

門
田

門
田
は
家
の
前
に
あ
る
田
の
こ
と
。
班
田
収
受
法
の
令
制
下
で
、
垣
内
田
と

門
田
に
は
私
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

秋
時
不
過

出
挙
銭
の
返
済
時
期
は
秋
で
あ
る
。
万
葉
集
に
「
秋
時
花
種
尓
有
等
」

あ

き

の

は

な
く
さ
ぐ
さ
に
あ
れ
ど

（
巻
十
九
ー
四
二
五
五
番
）
と
あ
り
、
「
秋
時
」
二
字
で
「
あ
き
」
と
読
む
こ
と
と

し
た
。
秋
が
過
ぎ
な
い
内
に
、
の
意
。

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

成
而

「
成
し
て
」
と
読
む
。
月
借
銭
解
で
は
、
「
成
一
倍
」(
一
倍
に
成
し
て)

(
)

、
「
成
半
倍
」
（
半
倍
に
成
し
て
）
（

）
、
「
本
利
并
成
」(
本
利
并
せ
成
し

16

113

て)
(
)

と
い
う
表
現
と
、
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
「
質
物
成
賣
」(

質

8

物
を
成
し
賣
り
て)

(
)

、
「
質
物
成
沽
」(

質
物
を
成
し
沽
り
て)(

)
、
「
質

1
49
52

23

家
成
沽
」(

質
の
家
を
成
し
沽
り
て)

(
)

、
「
質
進
布
矣
、
賣
成
」(

質
に
進
り
し
布

14

を
賣
り
成
し
て)

(
)

、
「
沽
成
質
物
」(

)

、
「
質
物
沽
成
」
（

）(

質
物
を
沽

25

2

69

り
成
し
て)

と
い
う
表
現
が
あ
る
。｢

一
倍
に
成
す｣

は
、
元
の
金
を
二
倍
に
、
「
半

倍
に
成
す
」
は
元
の
金
を
一
・
五
倍
に
「
成
す
（
す
る
）
」
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
、｢

本
利
并
せ
成
し
て｣

は
元
本
と
利
息
を
あ
わ
せ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
。
「
并
せ
成
す
」｢

売(

沽)

り
成
す｣

は
、
「
思
い
な
す
」
「
作
り
な
す
」
「
植
ゑ

な
す
」
な
ど
と
同
じ
語
構
成
で
「
成
す
」
は
補
助
動
詞
的
な
用
法
か
と
思
わ
れ
る
。

｢

成
し
売(

沽)

る｣

は
、
「
な
し
遂
ぐ
」
な
ど
と
同
じ
語
構
成
で
、
複
合
語
で
は
あ
っ

て
も
ほ
と
ん
ど
接
頭
辞
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
書
で
は
巻
四
ノ
三
六
六
に

「
将
成
買
進
上
」
（
成
し
買
ひ
て
進
上
せ
む
）
と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
こ
の
例
は
、

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
「
質
物
を
」
「
売
り
成
す
」
「
成
し
売
る
」
の
で

は
な
く
、
た
だ
、｢

秋
の
時
過
ぎ
ず
、
成
し
て
進
上
せ
む｣

「
二
人
生
死
同
心
に
し
て

成
し
て
進
上
せ
む
」
と
い
っ
て
お
り
、
右
の
よ
う
な
定
形
の
表
現
と
は
異
な
る
と
思

わ
れ
る
。

進
上

「
し
ん
じ
ょ
う
」
と
音
読
み
し
た
が
、
「
た
て
ま
つ
り
あ
ぐ
」
と
訓
読
み
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

惠
加
良
古
宇
都
久
志
女

『
大
日
本
古
文
書
』
は｢

加｣

を
翻
刻
し
落
と
し
て
い
る
。

ゑ

か

ら

こ

う

つ

く

し

め

生
死
同
心

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。
『
万

9

6

葉
集
』
（
巻
一
六
ー
三
七
九
七
番
）
に
「
死
藻
生
藻
同
心
槊
結
而
為
」
と
あ
る
。

し
に
も
い
き
も
お
な
じ
こ
こ
ろ
と
む
す
び
て
し

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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（
巻
十
九
ー
四
二
五
五
番
）
と
あ
り
、
「
秋
時
」
二
字
で
「
あ
き
」
と
読
む
こ
と
と

し
た
。
秋
が
過
ぎ
な
い
内
に
、
の
意
。

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

成
而

「
成
し
て
」
と
読
む
。
月
借
銭
解
で
は
、
「
成
一
倍
」(

一
倍
に
成
し
て)

(
)

、
「
成
半
倍
」
（
半
倍
に
成
し
て
）
（

）
、
「
本
利
并
成
」(

本
利
并
せ
成
し

16

113

て)
(
)

と
い
う
表
現
と
、
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
「
質
物
成
賣
」(

質

8

物
を
成
し
賣
り
て)

(
)

、
「
質
物
成
沽
」(

質
物
を
成
し
沽
り
て)(

)

、
「
質

1
49
52

23

家
成
沽
」(

質
の
家
を
成
し
沽
り
て)

(
)

、
「
質
進
布
矣
、
賣
成
」(

質
に
進
り
し
布

14

を
賣
り
成
し
て)

(
)

、
「
沽
成
質
物
」(

)

、
「
質
物
沽
成
」
（

）(

質
物
を
沽

25

2

69

り
成
し
て)

と
い
う
表
現
が
あ
る
。｢

一
倍
に
成
す｣

は
、
元
の
金
を
二
倍
に
、
「
半

倍
に
成
す
」
は
元
の
金
を
一
・
五
倍
に
「
成
す
（
す
る
）
」
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
、｢

本
利
并
せ
成
し
て｣

は
元
本
と
利
息
を
あ
わ
せ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
。
「
并
せ
成
す
」｢

売(

沽)

り
成
す｣

は
、
「
思
い
な
す
」
「
作
り
な
す
」
「
植
ゑ

な
す
」
な
ど
と
同
じ
語
構
成
で
「
成
す
」
は
補
助
動
詞
的
な
用
法
か
と
思
わ
れ
る
。

｢

成
し
売(

沽)

る｣

は
、
「
な
し
遂
ぐ
」
な
ど
と
同
じ
語
構
成
で
、
複
合
語
で
は
あ
っ

て
も
ほ
と
ん
ど
接
頭
辞
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
書
で
は
巻
四
ノ
三
六
六
に

「
将
成
買
進
上
」
（
成
し
買
ひ
て
進
上
せ
む
）
と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
こ
の
例
は
、

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
「
質
物
を
」
「
売
り
成
す
」
「
成
し
売
る
」
の
で

は
な
く
、
た
だ
、｢

秋
の
時
過
ぎ
ず
、
成
し
て
進
上
せ
む｣

「
二
人
生
死
同
心
に
し
て

成
し
て
進
上
せ
む
」
と
い
っ
て
お
り
、
右
の
よ
う
な
定
形
の
表
現
と
は
異
な
る
と
思

わ
れ
る
。

進
上

「
し
ん
じ
ょ
う
」
と
音
読
み
し
た
が
、
「
た
て
ま
つ
り
あ
ぐ
」
と
訓
読
み
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

惠
加
良
古
宇
都
久
志
女

『
大
日
本
古
文
書
』
は｢

加｣

を
翻
刻
し
落
と
し
て
い
る
。

ゑ

か

ら

こ

う

つ

く

し

め

生
死
同
心

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
お
よ
び
補
注

参
照
。
『
万

9

6

葉
集
』
（
巻
一
六
ー
三
七
九
七
番
）
に
「
死
藻
生
藻
同
心
槊
結
而
為
」
と
あ
る
。

し
に
も
い
き
も
お
な
じ
こ
こ
ろ
と
む
す
び
て
し

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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出
舉
銭
解

三
ノ
三
九
五

続
修
二
十
五
ー
二

202

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
出
舉
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
四
百
文
を
請
ふ
。

高
屋
連
兄
勝

質
は
口
分
田
二
段

相
妻
岑
原
木
女

女
稲
女

阿
波
比
女

〔

右
の
二
〕

人
生
死
同
心
に
て
八
箇
月
の
内
に
半
倍
に
し
て
進
上
せ
む
。
若
し
期
月
過

ぎ
な
者
利
を
加
へ
て
進
上
せ
む
。
謹
み
て
解
す
。
若
し
年
過
ぎ
な
者
、
稲
女

阿
波

ば

ば

比
女

二
人
の
身

入
れ
申
さ
む

天
平
勝
寳
二
年
五
月
十
五
日

注
釈

出
舉
錢
請
事

正
格
の
漢
文
と
し
て
は
「
請
出
舉
銭
事
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
。

高
屋
連
兄
勝

『
大
日
本
古
文
書
』
中
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。

た
か
や
の
む
ら
じ
え
か
つ

質
は
口
分
田

口
分
田
を
質
に
す
る
こ
と
は
、
月
借
銭
解
中
し
ば
し
ば
例
が
見
え
る

（

）
。

9
60
99

相
妻

「
相
妻
」
と
い
う
漢
語
は
管
見
に
入
ら
ず
、
意
味
も
わ
か
り
づ
ら
い
。
月
借

銭
解
に
は
「
受
○
○
／
相
受
△
△
」
と
い
う
形
式
が
あ
り
、
こ
れ
は
○
○
と
△
△
の

二
人
が
と
も
に
標
記
の
金
額
を
連
帯
し
て
借
り
、
連
帯
し
て
返
済
義
務
を
負
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
（

）
。
こ
こ
は
、
「
受
」
と
い
う
字
は
な
い
が
、
高
屋
連
兄
勝

23
42

と
互
い
に
連
帯
し
て
借
金
す
る
こ
と
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
（
補
注
2

参
照
）
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
は
妻
の
岑
原
木
女
が
二
人
の
娘
と
と
も
に
借
金
の

質
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
妻
は
質
で
は
な
く
、
夫
と
と
も
に
連
帯
し
て
借
金
し

て
い
る
。
次
の
行
の
「
生
死
同
心
」
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
質
と
な
っ
た
の

は
娘
二
人
の
み
で
あ
る
。

岑
原
木
女

『
大
日
本
古
文
書
』
中
こ
こ
の
み
に
見
え
る
。
「
岑
」
は
「
の
」
。
シ

の

は

ら

の

こ

め

ノ
ダ
ケ
・
ヤ
ダ
ケ
の
こ
と
。
「
箟
」
と
も
。
矢
柄
や
簀
の
子
の
材
料
に
す
る
。

「
帯
乳
根
笶
母
之
養
蚕
之
眉
隠
」
（
『
万
葉
集
』
巻
ー
一
三
ー
三
二
五
八
番
）
で
は

た

ら

ち

ね

の

は
は
が

か

ふ

こ

の

ま

よ

ご

も

り

「
の
」
の
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
右
二
〕
人
生
死
同
心

『
大
日
本
古
文
書
』
は
欠
損
部
分
を
「
右
カ
」
と
推
定
し

て
い
る
が
、
「
生
死
同
心
」
は
二
人
以
上
の
人
が
心
を
同
じ
く
し
て
、
連
帯
責
任
を

負
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
「
右
人
生
死
同
心
」
で
は
誰
と
誰
が
連
帯
責
任
を
負

う
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
右
人
等
」
な
ら
右
の
二
人
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

こ
こ
に
は
「
等
」
の
字
は
な
い
の
で
「
右
二
人
生
死
同
心
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

、
、
、

高
屋
連
兄
勝
と
妻
の
岑
原
木
女
を
指
し
て
い
る
。

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死

9

同
心
」
参
照
。

若
期
月
過
者

も
し
期
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら
、
の
意
。

の
注
釈
「
若
過
期

1

限
」
参
照
。

若
年
不
過
者

も
し
一
年
が
過
ぎ
た
ら
、
の
意
。
出
挙
銭
は
一
年
を
限
度
と
し
て
い

る
。
「
過
」
の
前
に
「
不
」
が
入
っ
て
い
る
が
、
誤
っ
て
入
れ
た
も
の
と
考
え
て
省

い
た
。

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

二
人
身
入

婢
を
借
金
の
質
に
す
る
例
は
あ
る
が
（

）
、
娘
二
人
の
身
を
入
れ

69

る
と
い
う
例
は
こ
こ
の
み
。
「
若
年
不
過
者
」
以
下
の
一
文
は
、
日
付
ま
で
書
き
終

わ
っ
た
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
参
照
）
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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ノ
ダ
ケ
・
ヤ
ダ
ケ
の
こ
と
。
「
箟
」
と
も
。
矢
柄
や
簀
の
子
の
材
料
に
す
る
。

「
帯
乳
根
笶
母
之
養
蚕
之
眉
隠
」
（
『
万
葉
集
』
巻
ー
一
三
ー
三
二
五
八
番
）
で
は

た

ら

ち

ね

の

は
は
が

か

ふ

こ

の

ま

よ

ご

も

り

「
の
」
の
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
右
二
〕
人
生
死
同
心

『
大
日
本
古
文
書
』
は
欠
損
部
分
を
「
右
カ
」
と
推
定
し

て
い
る
が
、
「
生
死
同
心
」
は
二
人
以
上
の
人
が
心
を
同
じ
く
し
て
、
連
帯
責
任
を

負
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
「
右
人
生
死
同
心
」
で
は
誰
と
誰
が
連
帯
責
任
を
負

う
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
右
人
等
」
な
ら
右
の
二
人
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

こ
こ
に
は
「
等
」
の
字
は
な
い
の
で
「
右
二
人
生
死
同
心
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

、
、
、

高
屋
連
兄
勝
と
妻
の
岑
原
木
女
を
指
し
て
い
る
。

の
注
釈
の
「
右
件
六
人
等
生
死

9

同
心
」
参
照
。

若
期
月
過
者

も
し
期
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら
、
の
意
。

の
注
釈
「
若
過
期

1

限
」
参
照
。

若
年
不
過
者

も
し
一
年
が
過
ぎ
た
ら
、
の
意
。
出
挙
銭
は
一
年
を
限
度
と
し
て
い

る
。
「
過
」
の
前
に
「
不
」
が
入
っ
て
い
る
が
、
誤
っ
て
入
れ
た
も
の
と
考
え
て
省

い
た
。

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

二
人
身
入

婢
を
借
金
の
質
に
す
る
例
は
あ
る
が
（

）
、
娘
二
人
の
身
を
入
れ

69

る
と
い
う
例
は
こ
こ
の
み
。
「
若
年
不
過
者
」
以
下
の
一
文
は
、
日
付
ま
で
書
き
終

わ
っ
た
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
参
照
）
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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出
舉
銭
解

三
ノ
四
〇
五

続
修
二
十
五
ー
三

203

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

出
舉
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
肆
佰
文
〈
質
は
式
下
郡
十
三
條
卅
六
の
走
田
一
町
〉

受

山
道
真
人
津
守

息
長
真
人
家
女

山
道
真
人
三
中

右
件
の
三
人
、
死
生
同
心
に
て
八
箇
月
を
限
り
て
半
倍
に
し
て
将
に
進
上
せ
む
。

み

ぎ

若
し
進
上
せ
ざ
ら
ば
息
長
黒
麻
呂
進
上
せ
む
。

仍
り
て
状
を
録
し
て
以
て
解
す
。

天
平
勝
寳
二
年
五
月
廿
六
日

息
長
真
人
黒
麻
呂

（
自
署
）

注
釈

走
田

不
明
。

受

山
道
真
人
津
守
と
そ
の
妻
（
息
長
真
人
家
女
）
と
息
子
（
山
道
真
人
三
中
）
の

三
人
が
借
銭
を
受
け
取
っ
て
連
帯
し
て
返
済
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

山
道
真
人
津
守

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

や

ま

ぢ
の

ま
ひ

と
つ

も
り

息
長
真
人
家
女

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。
山
道
真
人
津
守
の
妻
で
あ
ろ
う
。

お
き
な
が
の
ま
ひ
と
や
か
め

山
道
真
人
三
中

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。
山
道
真
人
津
守
の
息
子
で
あ
ろ
う
。

や

ま
ぢ

の

ま
ひ
と

み
な

か

息
長
真
人
黒
麻
呂

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。
息
長
真
人
家
女
の
父
。
三
人
が

お
き
な
が
の
ま
ひ
と
く
ろ
ま
ろ

も
し
返
済
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
代
わ
っ
て
返
済
す
る
と
し
て
自
署
し
て
い
る
。
麻

呂
は
合
字
と
も
二
字
と
も
判
別
し
に
く
く
、
『
大
日
本
古
文
書
』
は
合
字
と
し
て
お

こ
し
て
い
る
が
、
本
文
で
は
二
字
で
あ
る
こ
と
や
、
字
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

か
ら
一
応
二
字
と
見
る
。

右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

死
生
同
心

の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

9

6

将
進
上

「
将
」
を
「
ま
さ
に
～
せ
む
と
す
」
と
再
読
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安

時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
（
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
ー

再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
『
国
語
学
』

、
一
九
五
四
年
三
月
」
）
が
「
将
」
の

16

字
が
あ
る
こ
と
を
訓
読
文
に
明
示
す
る
た
め
、
「
ま
さ
に
～
せ
む
」
と
訓
読
す
る
こ

と
と
し
た
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

死
生
同
心

の
「
右
件
六
人
等
生
死
同
心
」
の
注
釈
お
よ
び
補
注

参
照
。

9

6

将
進
上

「
将
」
を
「
ま
さ
に
～
せ
む
と
す
」
と
再
読
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安

時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
（
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
ー

再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
『
国
語
学
』

、
一
九
五
四
年
三
月
」
）
が
「
将
」
の

16

字
が
あ
る
こ
と
を
訓
読
文
に
明
示
す
る
た
め
、
「
ま
さ
に
～
せ
む
」
と
訓
読
す
る
こ

と
と
し
た
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。
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借
貸
銭
解

三
ノ
四
〇
六

続
修
後
修
二
十
ー
一

204

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

借
貸
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
一
貫
六
百
文
を
請
ふ
。
受
人

出
雲
安
麻
呂

右
件
の
錢
者
八
月
の
内
に
進
上
せ
む
。
仍
り
て
状
を
具
さ
に
注
し
て
以
て
謹
み
て

み

ぎ

は

解
す
。

天
平
勝
寳
二
年
六
月
五
日

文
進
人

大
倭
目
佐
伎
万
呂

注
釈

借
貸
銭

古
代
地
方
財
政
に
お
け
る
正
税
稲
穀
の
無
利
子
貸
与
。
百
姓
を
対
象
と
す

る
も
の
（
借
貸
・
藁
貸
・
賑
貸
）
と
、
国
司
を
対
象
と
す
る
も
の
（
借
貸
・
国
司
借

貸
）
と
が
あ
る
。
月
借
銭
解
と
は
全
く
性
格
が
異
な
る
が
、
借
金
に
関
わ
る
も
の
と

し
て
こ
こ
に
加
え
た
。
し
か
し
、
国
司
借
貸
制
度
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
つ

く
ら
れ
、
同
十
年
（
七
三
八
）
三
月
に
停
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
の
書
か
れ
た

天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
は
、
国
司
借
貸
の
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
に
当
た
る
。

補
注

参
照
。

8

出
雲
安
麻
呂

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

い

づ

も

の

や

す

ま

ろ

状
具
注

正
格
の
漢
文
と
し
て
は
「
具
注
状
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
23

の
注
釈
「
状
具
注
」
参
照
。

文
進
人

こ
の
文
書
を
進
る
人
の
意
。
『
大
日
本
古
文
書
』
一
ー
四
八
三
、
四
八
六
、

四
八
九
頁
な
ど
、
計
帳
の
手
実
の
日
付
の
下
に
、
「
文
進
伊
賀
麻
呂
」
「
文
進
中
務

史
生
出
庭
臣
乙
麻
呂
」
「
文
進
智
努
女
」
な
ど
と
あ
る
。

大
倭
目
佐
伎
万
呂

大

倭

目
は
大
和
の
国
の
第
四
等
官
。

名
が
見
え
る
の
は
こ

お
ほ
や
ま
と
の
さ
く
ゎ
ん
さ
き
ま
ろ

お
ほ
や
ま
と
の
さ
か
ん

こ
の
み
。
「
伎
」
は
一
画
多
い
字
体
。
写
真
参
照
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。

＊
文
書
左
下
「
大
倭
目
佐
伎
万
呂
」
の
左
に
文
字
が
見
え
る
が
、
裏
の
文
書
の
「
道

主
」
の
文
字
の
裏
う
つ
り
で
あ
る
。
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＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
八
月
）
。

＊
文
書
左
下
「
大
倭
目
佐
伎
万
呂
」
の
左
に
文
字
が
見
え
る
が
、
裏
の
文
書
の
「
道

主
」
の
文
字
の
裏
う
つ
り
で
あ
る
。
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上
道
真
浄
月
借
銭
解

四
ノ
二
六
一

続
修
後
集
二
十
ー
二

205

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

借
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
錢
壹
貫
文

右
件
の
錢
は
借
貸
を
請
ひ
、
来
た
る
七
月
上
旬
を
以
て
数
に
依
り
て

み

ぎ

進
納
せ
む
。
仍
り
て
具
さ
に
状
を
注
し
て
謹
み
て
解
す
。

天
平
寳
字
二
年
二
月

下
走

上
道
真
浄

恩
免
了

（
別
筆
）

注
釈

右
件

二
字
で
「
み
ぎ
」
と
読
む
。

の
注
釈
「
右
件
」
参
照
。

1

借
貸

の
注
釈
「
借
貸
銭
」
参
照
。

204

来
七
月
上
旬

来
る
七
月
上
旬
に
の
意
。
月
借
銭
解
中
類
似
の
表
現
と
し
て
「
来
四

き
た

月
内
」
（

）
、
「
来
五
月
之
内
」
（

）
、
「
来
十
二
月
上
旬
」
（

）
が
あ
る
。

25

31

55

ま
た
、
「
去
五
年
十
二
月
廿
七
日
」
（

）
と
も
あ
る
。

月
借
銭
解
以
外
の
『
大

202

日
本
古
文
書
』
中
に
も
日
付
の
前
に
「
来
」
「
去
」
が
置
か
れ
る
例
は
多
い
。
『
日

本
書
紀
』
に
は
例
が
見
え
な
い
が
、
『
続
日
本
紀
』
に
も
「
始
自
来
四
月
十
五
日
。

至
于
五
月
二
日
。
」
（
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
正
月
甲
寅
）
「
以
去
二
月
十
九

日
」
（
天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
戊
午
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
「
去
ぬ
る
」
「
来

い

き
た

る
」
と
読
ん
で
い
ず
れ
も
連
体
詞
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

下
走

差
出
所
の
自
分
の
名
前
の
上
に
付
け
る
謙
称
。
月
借
銭
解
中
で
は
他
に
「
主

奴
」
（

）
が
あ
る
。
正
倉
院
文
書
中
に
は
他
に
「
下
情
」
「
下
民
」
「
下
族
」

96

「
下
僧
」
「
下
任
」
「
卑
任
」
「
後
座
」
「
末
奴
」
「
公
奴
」
「
奴
」
「
奴
代
」

「
旅
僧
」
「
賤
」
「
下
官
」
（
六
ー
五
八
三
、
十
四
ー
六
三
）
「
下
奴
」
「
下
愚
」

等
が
見
え
る
。
「
下
官
」
は
『
万
葉
集
』
（
巻
五
ー
八
五
三

遊
於
松
浦
河
序
）
に

も
見
え
る
。
（
丸
山
裕
美
子
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て
ー

正
倉
院
文
書
に
見
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
」

頁
に
詳
し
い
。
）

148

上
道
真
浄

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

か
み
つ
み
ち
の
ま
き
よ

恩
免

淳
仁
天
皇
が
即
位
し
た
天
平
宝
字
二
年
八
月
に
、
恩
赦
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

＊
『
大
日
本
古
文
書
』
は
文
書
名
を
「
上
道
真
浄
月
借
銭
解
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は

返
済
時
期
を
来
る
七
月
と
し
て
お
り
、
ま
た
金
利
の
取
り
決
め
、
質
物
の
設
定
な
ど

も
な
く
、
月
借
銭
解
で
は
な
い
。
「
請
借
貸
」
と
あ
る
の
で
、
借
貸
銭
解
か
と
も
思

わ
れ
る
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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正
倉
院
文
書
に
見
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
」

頁
に
詳
し
い
。
）

148

上
道
真
浄

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

か
み
つ
み
ち
の
ま
き
よ

恩
免

淳
仁
天
皇
が
即
位
し
た
天
平
宝
字
二
年
八
月
に
、
恩
赦
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

＊
『
大
日
本
古
文
書
』
は
文
書
名
を
「
上
道
真
浄
月
借
銭
解
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は

返
済
時
期
を
来
る
七
月
と
し
て
お
り
、
ま
た
金
利
の
取
り
決
め
、
質
物
の
設
定
な
ど

も
な
く
、
月
借
銭
解
で
は
な
い
。
「
請
借
貸
」
と
あ
る
の
で
、
借
貸
銭
解
か
と
も
思

わ
れ
る
。

＊
裏
は
造
石
山
寺
写
経
所
食
物
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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氏
未
詳
真
養
月
借
銭
啓

四
ノ
二
七
三

続
修
四
十
六
ー
一

206

訓
読
文

謹
み
て
啓
す
。

借
銭
を
請
ふ
事

合
は
せ
て
錢
壹
貫
〈
卅
日
許
〉

ば
か
り

右
、
月
借
を
請
ひ
、
一
月
を
限
り
て
本
利
并
せ
て
必
ず

あ
は

納
め
報
い
む
。
仍
り
て
状
を
注
し
て
謹
み
て
白
す
。

む
く

天
平
寳
字
二
年
六
月
廿
七
日

真
養
謹
状

使
刑
部
阿
古
賣

恩
免

（

別

筆

）

注
釈

謹
啓

「
月
借
銭
解
」
は
ほ
と
ん
ど
が
解
文
形
式
で
あ
る
が
、
「
啓
」
形
式
の
も
の

が
三
例
あ
る
（

）
。

91
92
206

借
銭

原
文
は
「
銭
借
」
の
借
の
右
に
転
倒
符
が
付
い
て
い
る
。

一
月
限

日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。

本
利
并

「
并
本
利
」
が
正
格
の
語
順
。
月
借
銭
解
中
、

と

の
「
并
加
本
利
」

30

49

の
み
、
正
格
の
語
順
。

の
注
釈
「
本
利
共
備
」
参
照
。

1

納
報

金
や
米
な
ど
を
借
り
、
そ
れ
相
当
の
も
の
を
返
し
納
め
る
こ
と
。
「
納
報
」

は
『
大
日
本
古
文
書
』
中
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
「
報
納
」
は
二
五
例
見
え
る
。

「
黒
米
貳
拾
斛

右
、
依
先
日
請
借
員
、
報
納
已
畢
」
（
巻
五
ー
二
八
七
頁
）
、

「
二
百
廿
文
食
堂
所
報
納
薪
廿
荷
直
料
」
（
巻
一
四
ノ
一
二
頁
）
な
ど
。
『
日
本
霊

異
記
』
（
中
巻
第
九
縁
）
に
赤
麻
呂
が
「
借
用
寺
物
、
未
報
納
之
死
亡
」
し
た
た
め
、

牛
に
な
っ
て
使
役
さ
れ
る
話
が
あ
る
。
月
借
銭
解
で
は

に
見
え
る
。
「
報
」
は
、

87

金
や
米
な
ど
、
借
り
受
け
た
も
の
に
応
じ
て
そ
の
代
償
を
返
し
む
く
い
る
意
で
、

「
鳥
取
国
万
呂
状
」
（

）
に
「
未
報
逃
亡
」
と
あ
る
ほ
か
、
「
廿
日
借
用
廿
斛
代
、

302

今
日
報
了
」
（
巻
一
五
ノ
四
九
七
頁
）
、
借
用
し
た
花
机
褥
二
枚
に
つ
い
て
、
後
日

欠
が
あ
っ
た
な
ら
ば
「
申
可
報
物
事
」
（
巻
五
ノ
五
三
五
頁
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
『
日
本
霊
異
記
』
（
下
巻
第
二
十
六
縁
）
に
「
三
宝
物
多
用
不
報
之

罪
」
と
も
あ
る
。
「
報
」
は
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
』
八
に

「
恩
を
報

む
と
し
て
供
養
せ
し
め
」
、
『
名
義
抄
』(

観
智
院
本)

に
「
ム
ク
ユ
」
の

ム
ク
イ

訓
が
見
え
る
。
『
名
義
抄
』
に
は
「
償
」
も
「
ム
ク
ユ
、
ア
カ
フ
、
ツ
ク
ノ
フ
」
な

ど
と
訓
む
。
「
償
」
は

参
照
。

105
106

状
注

正
格
の
漢
文
で
は
「
注
状
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

真
養

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

ま

か

ひ

謹
状

手
紙
文
で
差
し
出
し
ど
こ
ろ
の
後
に
付
く
定
型
表
現
だ
が
、
月
借
銭
解
中
、

に
見
え
る
。

6
89
108
111

刑
部
阿
古
賣

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

お

さ

か

べ

の

あ

こ

め

恩
免

の
注
釈
参
照
。

205

＊
月
借
銭
解
で
は
、
利
率
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
明
記
し
て
申
し
込
む
の
が
普
通

だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
、
利
率
に
つ
い
て
の
記
入
が
な
い
。
ま
た
、
複
数
で
借
り
る

場
合
は
相
互
に
保
証
し
あ
う
の
で
あ
る
が
、
一
人
で
借
り
て
、
担
保
が
な
く
、
償
人

も
た
て
て
い
な
い
と
い
う
の
も
例
が
少
な
い
（

お
よ
び

）
。

17
64
81
84
88
101

205
206

「
恩
免
」
が
見
え
る
の
も
天
平
宝
字
年
間
の

と
こ
の

の
み
で
あ
る
。
宝
亀
年
間

205

206

の
一
連
の
月
借
銭
解
で
は
な
い
の
で
、

番
台
に
入
れ
た
。
月
借
銭
を
請
う
と
い
う

200

点
で
は

番
台
で
も
よ
い
か
。

100

＊
裏
は
造
石
山
寺
所
雑
材
并
檜
皮
及
和
炭
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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欠
が
あ
っ
た
な
ら
ば
「
申
可
報
物
事
」
（
巻
五
ノ
五
三
五
頁
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
『
日
本
霊
異
記
』
（
下
巻
第
二
十
六
縁
）
に
「
三
宝
物
多
用
不
報
之

罪
」
と
も
あ
る
。
「
報
」
は
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
』
八
に

「
恩
を
報

む
と
し
て
供
養
せ
し
め
」
、
『
名
義
抄
』(

観
智
院
本)

に
「
ム
ク
ユ
」
の

ム
ク
イ

訓
が
見
え
る
。
『
名
義
抄
』
に
は
「
償
」
も
「
ム
ク
ユ
、
ア
カ
フ
、
ツ
ク
ノ
フ
」
な

ど
と
訓
む
。
「
償
」
は

参
照
。

105
106

状
注

正
格
の
漢
文
で
は
「
注
状
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

真
養

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

ま

か

ひ

謹
状

手
紙
文
で
差
し
出
し
ど
こ
ろ
の
後
に
付
く
定
型
表
現
だ
が
、
月
借
銭
解
中
、

に
見
え
る
。

6
89
108
111

刑
部
阿
古
賣

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

お

さ

か

べ

の

あ

こ

め

恩
免

の
注
釈
参
照
。

205

＊
月
借
銭
解
で
は
、
利
率
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
明
記
し
て
申
し
込
む
の
が
普
通

だ
が
、
こ
の
文
書
で
は
、
利
率
に
つ
い
て
の
記
入
が
な
い
。
ま
た
、
複
数
で
借
り
る

場
合
は
相
互
に
保
証
し
あ
う
の
で
あ
る
が
、
一
人
で
借
り
て
、
担
保
が
な
く
、
償
人

も
た
て
て
い
な
い
と
い
う
の
も
例
が
少
な
い
（

お
よ
び

）
。

17
64
81
84
88
101

205
206

「
恩
免
」
が
見
え
る
の
も
天
平
宝
字
年
間
の

と
こ
の

の
み
で
あ
る
。
宝
亀
年
間

205

206

の
一
連
の
月
借
銭
解
で
は
な
い
の
で
、

番
台
に
入
れ
た
。
月
借
銭
を
請
う
と
い
う

200

点
で
は

番
台
で
も
よ
い
か
。

100

＊
裏
は
造
石
山
寺
所
雑
材
并
檜
皮
及
和
炭
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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丸
子
人
主
月
借
銭
解

四
ノ
五
〇
七
ー
五
〇
八

続
修
二
十
五
ー
六

207

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。

商
錢
を
請
ふ
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
伍
貫
文

右
の
錢
は
八
箇
月
を
限
り
て
半
倍
に
成
し
て
進
納
せ
む
。
若
し
期
月
過
ぎ
な
ば
、

壹
倍
に
成
し
て
進
納
せ
む
。
仍
り
て
事
の
状
を
舉
げ
て
謹
み
て
以
て
解
す
。

天
平
寳
字
五
年
八
月
廿
九
日

丸
子
「
人
主
」

自
署

保

漆
部
造
「
枚
人
」

自
署

注
釈

商
錢

商
売
の
元
手
と
す
る
銭
。
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
二
十
四
縁
に
楢
磐
嶋
が

な
ら
の
い
は
し
ま

大
安
寺
の
商
錢
を
受
け
、
閻
羅
王
の
使
の
鬼
の
追
ひ
召
す
難
を
脱
れ
た
話
が
あ
る
。

若
過
期
月

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

丸
子
人
主

丸
部
人
主
・
和
爾
部
人
主
に
も
つ
く
る
。
経
師
・
絵
師
・
舎
人
。
天
平

わ
に
べ
の
ひ
と
ぬ
し

勝
宝
四
年
～
宝
亀
七
年
に
見
え
る
。

保

保
人
。
債
務
者
が
逃
亡
し
た
場
合
に
代
わ
っ
て
支
払
い
を
す
る
責
任
を
負
う
。

の
注
釈
「
保
」
参
照
。

1漆
部
造
枚
人

丹
工
。
天
平
宝
字
四
年
か
ら
十
二
年
に
見
え
る
。
年
未
詳
正
月
、

ぬ
り
べ
の
み
や
つ
こ
ひ
ら
ひ
と

安
都
雄
足
に
よ
っ
て
銭
三
百
五
十
文
を
貸
し
充
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
は

領

と
な
っ

う
な
が
し

て
い
る
（
『
大
日
本
古
文
書
』
十
五
ー
三
一
二

続
続
修
四
十
三
ー
二
十
二
）
。
東

大
寺
写
経
所
に
お
い
て
天
平
宝
字
六
年
十
二
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
大
般
若
経
二
部
二

千
巻
の
書
写
事
業
は
、
節
部
省
か
ら
支
給
さ
れ
た
調
綿
・
祖
布
・
唐
櫃
を
官
人
達
に

割
り
当
て
て
売
却
さ
せ
た
銭
で
運
営
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
枚
人
も
綿
・
布
の
交
易
使

と
な
っ
て
い
る
（
『
大
日
本
古
文
書
』
五
ー
三
〇
四
、
十
六
ー
七
四
・
七
六
・
八
〇

・
八
六
・
九
〇
・
一
二
一
）
。

人
主
に
つ
い
て
は
交
易
の
記
事
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
二
人
は
絵
師
と
丹
工

と
い
う
こ
と
で
親
し
い
関
係
が
あ
っ
て
、
人
主
が
五
貫
文
も
の
大
金
を
商
銭
と
し
て

借
り
、
枚
人
が
そ
の
保
人
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

＊
『
大
日
本
古
文
書
』
は
文
書
名
を
「
丸
子
人
主
月
借
銭
解
」
と
す
る
が
、
返
済
期

限
を
八
ヶ
月
後
と
限
っ
て
お
り
、
「
請
商
銭
」
と
し
て
い
て
、
月
借
銭
解
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
借
金
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
こ
こ
に
入
れ
た
。

裁
可
記
録
も
返
済
記
録
も
な
く
、
一
紙
に
続
い
て
「
人
々
借
用
銭
」
と
し
て
金
額

と
名
前
が
列
挙
し
て
あ
る
。
正
文
で
は
な
く
写
し
か
。

＊
裏
は
、
造
石
山
寺
所
造
寺
料
銭
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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人
主
に
つ
い
て
は
交
易
の
記
事
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
二
人
は
絵
師
と
丹
工

と
い
う
こ
と
で
親
し
い
関
係
が
あ
っ
て
、
人
主
が
五
貫
文
も
の
大
金
を
商
銭
と
し
て

借
り
、
枚
人
が
そ
の
保
人
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

＊
『
大
日
本
古
文
書
』
は
文
書
名
を
「
丸
子
人
主
月
借
銭
解
」
と
す
る
が
、
返
済
期

限
を
八
ヶ
月
後
と
限
っ
て
お
り
、
「
請
商
銭
」
と
し
て
い
て
、
月
借
銭
解
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
借
金
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
こ
こ
に
入
れ
た
。

裁
可
記
録
も
返
済
記
録
も
な
く
、
一
紙
に
続
い
て
「
人
々
借
用
銭
」
と
し
て
金
額

と
名
前
が
列
挙
し
て
あ
る
。
正
文
で
は
な
く
写
し
か
。

＊
裏
は
、
造
石
山
寺
所
造
寺
料
銭
用
帳
（
天
平
宝
字
六
年
）
。
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僧
恵
禅
解

六
ノ
五
七
〇

続
修
三
十
一
ー
一
〇

301

訓
読
文

謹
み
て
解
す
。
布
施
を
留
め
む
こ
と
を
欲
す
る
事
を
申
し
請
ふ
。

合
は
せ
て
長
布
五
匹

右
、
経
師
丸
部
人
君
の
出
す
可
き
銭
、
壹
貫
二
百
文
に
依
り
て
請
ふ
所
件
の
如
し
。

仍
り
て
此
の
趣
に
照
ら
し
給
ひ
て
處
分
を
垂
れ
給
へ
。
謹
み
て
以
て
申
す
。

寳
龜
五
年
七
月
四
日

僧
恵
禅

注
釈

申
請
布
施
留
欲
事

語
順
が
正
格
の
漢
文
の
語
順
で
は
な
い
。
丸
子
人
主
の
借
銭
が

返
済
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
布
施
と
し
て
支
給
さ
れ
る
べ
き
銭
を
差
し
押
さ
え
て
く

れ
る
こ
と
を
請
う
て
い
る
。

此
趣
照
給
處
分
垂
給

完
全
に
日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。

恵
禅

『
大
日
本
古
文
書
』
中
、
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

け
い
ぜ
ん

＊
月
借
銭
解
で
は
な
い
が
、
借
金
に
関
係
す
る
文
書
と
し
て
こ
こ
に
加
え
た
。

＊
裏
は
、
奉
写
一
切
経
所
食
口
案
（
宝
亀
六
年
正
月
）
。
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鳥
取
国
万
呂
状

十
五
ノ
四
四
一

続
続
修
四
十
五
ー
三
裏
第

紙

302

14

訓
読
文

秦
乙
公
百
〔
文
〕

秦
立
人
百
文

調
乙
万
呂
百
文

大
伴
諸
人
卌
文

倉
古
万
呂

八
十
文

神
人
廣
万
呂
百
文

噫
部
廣
人
六
十
〔
文
〕

調
玉
足
百
文

右
件
の
人

み

ぎ

等
去
ぬ
る
五
年
十
二
月
廿
七
日
を
以
て
月
借
錢
を
請
け
、
未
だ
報
い
ず
し
て
逃
亡
す
。

是
に
名
を
冒
す
こ
と
を
為
し
て
石
山
寺
に
仕
ふ
と
聞
き
食
ふ
る
故
に
、
好
く
吉
成
尊

た
ま

に
解
し
て
其
の
人
の
面
を
見
た
ら
ば
此
の
書
に
注
す
る
所
の
員
の
如
く
折
ぎ
請
け
、

か
ず

へ

う

給
は
ら
む
と
欲
す
。
恐
る
恐
る
以
て
解
す
。

六
年
三
月
廿
七
日

鳥
取
国
万
呂
状

注
釈

秦
乙
公

経
師
。
未
選
舎
人
。
弟
君
・
弟
公
・
乙
君
に
も
作
る
。
天
平
十
一
年
八
月

は
た
の
わ
と
ぎ
み

・
九
月
・
十
一
月
に
写
経
司
に
上
日
し
た
記
録
が
あ
る
。
『
古
代
人
名
辞
典
』
は
天

平
十
年
の
上
日
記
録
に
「
秦
茅
公
」
と
あ
る
の
は
「
弟
公
」
の
誤
り
か
と
す
る
。

秦
立
人

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
「
雇
夫
（
カ
）

」
と
す
る
。
天
平
勝
宝
七
年
正

は
た
の
た
て
ひ
と

月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
造
東
大
寺
司
、
写
経
所
、
保
良
宮
に
服
仕
し
、
功
銭
八
百

十
文
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
十
六
ー
一
八
〇
）

調
乙
万
呂

雑
工
。
天
平
宝
字
六
年
三
月
、
造
石
山
院
所
の
斧
修
理
使
と
し
て
山
作

つ
き
の
を
と
ま
ろ

所
に
使
い
し
て
い
る
。

大
友
諸
人

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
「
経
師
（
カ
）

」
と
す
る
。
名
が
見
え
る
の

お
ほ
と
も
の
も
ろ
ひ
と

は
こ
こ
の
み
。

倉
古
万
呂

檜
皮
葺
工
。
摂
津
国
手
嶋
郡
上
秦
郷
戸
主
真
万
呂
の
戸
口
。
天
平
宝
字

く

ら

の

こ

ま

ろ

六
年
石
山
院
鐘
楼
の
檜
皮
葺
き
に
従
事
し
て
い
る
。

神
人
廣
万
呂

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
見
え
な
い
。
『
大
日
本
古
文
書
』
中
名

み

わ

の

ひ

ろ

ま

ろ

が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

噫
部
廣
人

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

く
さ
か
べ
の
ひ
ろ
ひ
と

調
玉
足

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に

「
雑
工
（
カ
）

」
と
す
る
。
名
が
見
え
る
の
は

つ
き
の
た
ま
た
り

こ
こ
の
み
。

未
報

返
済
せ
ず
に
。
「
報
」
は
受
け
た
も
の
に
応
じ
て
か
え
し
む
く
い
る
意
。

「
恩
を

報

む
と
し
て
供
養
せ
し
め
」
（
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期

ム
ク
イ

点
』
八
）
。

の
注
釈
「
納
報
」
参
照
。

206

冒
名

人
の
姓
名
を
か
た
っ
て
な
り
す
ま
す
。
『
唐
律
疏
義
』
卷
十
六
に
、
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。

征
人
冒
名
相
代

諸
征
人
冒
名
相
代
者
徒
二
年
、
同
居
親
属
代
者
減
二
等
、
疏
義
曰
、
介

胄
之
士

カ
イ
チ
ユ
ウ

有
進
無
退
征
名
既
定
不
可
仮
名
賞
罰

須
有
所
帰
何
宜
輒
相
冒
代
如
有
違
者

首
徒
二
年
、
従
減
一
等
、
同
居
親
属
代
者
減
二
等
、
称
同
居
親
属
者
謂
同
居
共

財
者
、
若
征
処
得
勲
彼
此
俱
不
合
敘

吉
成

「
安
都
雄
足
の
側
近
」
と
す
る
説(

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
343

頁)

や
、
「
道
守
・
石
麻
呂
・
吉
成
の
人
物
比
定
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
写
経
所
の
政
所
の
取
り
次
ぎ
係
り
の
下
級
役
人
か
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
す
る
説

(

丸
山
裕
美
子
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て
ー
正
倉
院
文
書
に

見
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
」

頁
）
が
あ
る
。

145

尊

「
み
こ
と
」
と
読
む
。
「
号
国
常
立
尊
。
至
貴
曰
尊
。
自
余
曰
命
。
並
訓
美
挙
等
也
。

み

こ

と

下
皆
倣
此
。
」(

『
日
本
書
紀
』
神
代
第
一
段
本
文)

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
、

神
名
や
天
皇
な
ど
の
尊
貴
な
も
の
に
対
し
て
つ
け
る
尊
称
。
ま
た
、
一
般
に
身
分
の

高
い
人
や
目
上
の
人
に
対
す
る
敬
称
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
で
は
日
常
的
に
「
○
○

様
」
「
○
○
さ
ん
」
く
ら
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
敬
称
で
あ
る
。
補
注

参
照
。

9

鳥
取
国
万
呂

天
平
勝
宝
八
歳
か
ら
宝
亀
四
年
に
見
え
る
。
「
国
」
は
く
に
が
ま
え

と

と

り

の

く

に

ま

ろ

に
王
。
写
真
参
照
。
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噫
部
廣
人

名
が
見
え
る
の
は
こ
こ
の
み
。

く
さ
か
べ
の
ひ
ろ
ひ
と

調
玉
足

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に

「
雑
工
（
カ
）

」
と
す
る
。
名
が
見
え
る
の
は

つ
き
の
た
ま
た
り

こ
こ
の
み
。

未
報

返
済
せ
ず
に
。
「
報
」
は
受
け
た
も
の
に
応
じ
て
か
え
し
む
く
い
る
意
。

「
恩
を

報

む
と
し
て
供
養
せ
し
め
」
（
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期

ム
ク
イ

点
』
八
）
。

の
注
釈
「
納
報
」
参
照
。

206

冒
名

人
の
姓
名
を
か
た
っ
て
な
り
す
ま
す
。
『
唐
律
疏
義
』
卷
十
六
に
、
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。

征
人
冒
名
相
代

諸
征
人
冒
名
相
代
者
徒
二
年
、
同
居
親
属
代
者
減
二
等
、
疏
義
曰
、
介

胄
之
士

カ
イ
チ
ユ
ウ

有
進
無
退
征
名
既
定
不
可
仮
名
賞
罰

須
有
所
帰
何
宜
輒
相
冒
代
如
有
違
者

首
徒
二
年
、
従
減
一
等
、
同
居
親
属
代
者
減
二
等
、
称
同
居
親
属
者
謂
同
居
共

財
者
、
若
征
処
得
勲
彼
此
俱
不
合
敘

吉
成

「
安
都
雄
足
の
側
近
」
と
す
る
説(

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
343

頁)

や
、
「
道
守
・
石
麻
呂
・
吉
成
の
人
物
比
定
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
写
経
所
の
政
所
の
取
り
次
ぎ
係
り
の
下
級
役
人
か
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
す
る
説

(

丸
山
裕
美
子
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て
ー
正
倉
院
文
書
に

見
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
」

頁
）
が
あ
る
。

145

尊

「
み
こ
と
」
と
読
む
。
「
号
国
常
立
尊
。
至
貴
曰
尊
。
自
余
曰
命
。
並
訓
美
挙
等
也
。

み

こ

と

下
皆
倣
此
。
」(

『
日
本
書
紀
』
神
代
第
一
段
本
文)

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
、

神
名
や
天
皇
な
ど
の
尊
貴
な
も
の
に
対
し
て
つ
け
る
尊
称
。
ま
た
、
一
般
に
身
分
の

高
い
人
や
目
上
の
人
に
対
す
る
敬
称
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
で
は
日
常
的
に
「
○
○

様
」
「
○
○
さ
ん
」
く
ら
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
敬
称
で
あ
る
。
補
注

参
照
。

9

鳥
取
国
万
呂

天
平
勝
宝
八
歳
か
ら
宝
亀
四
年
に
見
え
る
。
「
国
」
は
く
に
が
ま
え

と

と

り

の

く

に

ま

ろ

に
王
。
写
真
参
照
。
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氏
名
闕
借
銭
啓

二
三
ノ
五
六
九

続
続
修
四
十
ー
四
裏
第

紙

303

50

訓
読
文

謹
み
て
啓
す
。

進
る
可
き
錢
の
期
の
事
を
申
す
。

合
は
せ
て
四
百
文
。

右
の
錢
は
十
一
月
八
日
を
以
て
必
ず
數
に
依
り
て
進
上
せ
む
。
若
し
期
日
過
ぎ
な
者ば

罪
重
し
。
請
け
な
ば
返
上
せ
む
。
仍
り
て
状
を
注
し
て
謹
み
て
以
て
解
す
。

う

注
釈

右
以
銭

転
倒
符
は
つ
い
て
い
な
い
が
、
「
右
銭
以
」
の
誤
り
と
見
て
訓
読
し
た
。

若
期
日
過
者

の
注
釈
「
若
過
期
限
」
参
照
。

1

＊
裏
は
宝
亀
七
年
正
月
五
日
の
食
口
案
。
「
謹
以
解
」
の
三
文
字
は
、
第

紙
に
か

49

か
る
。
第

紙
は
左
弁
官
史
生
下
清
人
の
啓
。
月
借
銭
解
は
利
率
・
返
済
期
限
を
定

49

め
、
担
保
ま
た
は
保
証
人
を
定
め
て
、
借
金
を
申
し
込
み
、
裁
可
記
録
、
返
済
記
録

が
書
き
込
ま
れ
て
い
く
が
、
こ
の
文
書
は
、
借
銭
と
は
関
係
の
な
い
文
書
が
間
を
あ

け
ず
に
書
き
継
が
れ
て
い
て
、
裁
可
記
録
も
返
済
記
録
も
な
い
。
月
借
銭
解
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
借
金
に
関
す
る
も
の
と
し
て
こ
こ
に
加
え
た
。
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補
注

借
貸
（

）

8

204

借
貸
は
一
般
に
、
正
税
稲
穀
の
無
利
子
貸
与
を
言
い
、
国
司
を
対
象
と
す
る
も
の

(

借
貸
・
国
司
借
貸)

と
百
姓
を
対
象
と
す
る
も
の(

借
貸
・
藁
貸
・
賑
貸)

と
が
あ
る
。

国
司
借
貸
制
度
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
つ
く
ら
れ
、
同
十
年
（
七
三
八
）
三

月
に
停
止
さ
れ
た
。
国
司
へ
の
俸
禄
の
一
種
で
あ
る
、
天
平
四
、
五
年
の
飢
饉
に
際

し
て
の
国
司
俸
禄
の
補
償
策
で
あ
る
、
な
ど
の
見
解
が
あ
る
。
同
十
七
年
に
公
廨
稲

制
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
国
司
借
貸
の
性
格
を
引
き
継
ぐ
得
分
と
な
っ
た
。
延

暦
十
七
年
（
七
九
八
）
、
公
廨
稲
が
停
止
さ
れ
、
国
司
借
貸
が
復
活
し
た
。
そ
の
後

も
停
止
さ
れ
た
り
、
復
活
し
た
り
し
て
い
る
。
（
以
上
『
国
史
大
事
典
』
に
よ
る
）

こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
文
書
の
書
か
れ
た
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
は
、
国
司
借
貸

の
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
に
当
た
る
。
大
倭
目
と
い
う
肩
書
き
は
国
司
で
あ
る
が
、

こ
こ
は
国
司
借
貸
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

百
姓
を
対
象
と
す
る
借
貸
は

詔
曰
。
諸
国
大
税
。
三
年
之
間
。
借
貸
給
之
。
勿
収
其
利
。

（
『
続
日
本
紀
』
巻
五
和
銅
四
年
十
一
月
壬
辰
《
廿
二
》
）

勅
。
和
泉
監
。
紀
伊
。
淡
路
。
阿
波
等
国
。
遭
旱
殊
甚
。
五
穀
不
登
。
宜
今
年

之
間
借
貸
大
税
。
令
続
百
姓
産
業
。

（
『
続
日
本
紀
』
巻
十
一
天
平
五
年
閏
三
月
己
巳
《
戊
辰
朔
二
》
）

の
よ
う
に
、
百
姓
の
窮
乏
を
恤
済
す
る
た
め
、
大
税
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
半
倍
（
五
割
）
の
利
子
を
取
る
稲
粟
出
挙
に
つ
い
て
も
借
貸

と
い
う
例
が
あ
る
。
天
平
宝
字
三
年
四
月
八
日
付
の
「
生
江
臣
息
嶋
解
」
に
見
え
る

「
借
貸
稲
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

生
江
息
嶋
解

申
人
々
所
物
勘
事

一
秦
廣
人
所
勘
物
参
仟
参
佰
漆
拾
束
壹
把
肆
分

見
受
稲
参
仟
参
佰
参
拾
参
束

（
中
略
）

一
借
貸
稲
貳
佰
束
給
支
云
、
之
利
百
束
、

御
書
無
不
勘
、

（
以
下
略
）

こ
の
解
文
は
、
越
前
の
東
大
寺
荘
園
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
生
江
息
嶋
か
ら
の

造
東
大
寺
司
主
典
の
安
都
雄
足
宛
の
報
告
書
で
あ
る
。
「
借
貸
稲
貳
佰
束
給
ひ
き
と

云
へ
り
。
そ
の
利
百
束
、
御
書
に
無
け
れ
ば
、
勘
せ
ず
」
こ
れ
に
よ
る
と
、
借
貸
稲

を
百
姓
に
二
百
束
貸
し
出
し
て
、
半
倍
の
利
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
利
息

に
つ
い
て
は
、
御
書
す
な
わ
ち
、
安
都
雄
足
か
ら
の
お
手
紙
に
何
も
書
い
て
な
か
っ

た
の
で
勘
し
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
稲
粟
出
挙
に
つ
い
て
も
借
貸
と
言
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
雑
令

、
以
稲
粟
条
』
に
「
凡
以
稲
粟
出
挙
者
。
任
依
私

20

契
。
官
不
為
理
。
仍
以
一
年
為
断
。
不
得
過
一
倍
。
其
官
半
倍
。
」
と
あ
り
、
天
平

九
年
に
は
私
稲
出
挙
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
禁
止
の
後
も
銭
財
出
挙
と
詐

っ
て
私
稲
出
挙
が
盛
行
し
た
ら
し
い
（
天
平
勝
宝
三
年
九
月
四
日
官
符
）
。

の
借
貸
が
百
姓
に
対
す
る
無
利
子
貸
与
の
借
貸
か
、
八
箇
月
半
倍
の
利
息
の
銭

204
財
出
挙
な
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
八
月
内
」
が
期
間
を
表
す
も
の
な
ら
ば
、

銭
財
出
挙
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。

尊
（

）

9

302

「
尊
」
は
、
「
号
国
常
立
尊
。
至
貴
曰
尊
。
自
余
曰
命
。
並
訓
美
挙
等
也
。
下
皆
倣
此
。
」

み

こ

と

(

『
日
本
書
紀
』
神
代
第
一
段
本
文)

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
、
神
名
や
天
皇

な
ど
の
尊
貴
な
も
の
に
対
し
て
つ
け
る
尊
称
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
「
十

一
年
春
正
月
壬
戌
朔
。
大
日
本
彦
耜
友
尊
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
也
。
弟
磯
城
津

彦
命
。
是
は
猪
使
連
之
始
祖
也
。
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
四
安
寧
天
皇
十
一
年
）
の

よ
う
に
、
「
尊
」
と
「
命
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
「
尊
」

は
、
題
詞
に
「
日
並
皇
子
尊
」
「
高
市
皇
子
尊
」
「
皇
子
尊
」
と
す
る
六
例
と

「
石
上

振
乃
尊
者

手
弱
女
の

惑
ひ
に
よ
り
て

馬
じ
も
の

縄
取
り
付
け

い
そ
の
か
み

ふ
る
の
み
こ
と
は

獣
じ
も
の

弓
矢
囲
み
て

大
君
の

命
畏
み

天
離
る

鄙
辺
に
罷
る

古
衣

真
土
の
山
ゆ

帰
り
来
ぬ
か
も
」
（
巻
六
ー
一
〇
一
九
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
題

詞
の
六
例
は
第
一
義
的
な
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
「
石
上

振
乃
尊
＝
石
上
乙

麻
呂
卿
は
皇
子
で
は
な
く
、
第
一
義
的
な
用
法
で
は
な
い
。
こ
の
「
尊
」
の
表
現
効

果
に
つ
い
て
は
、
西
崎
亨
氏
の
考
察
が
あ
る
「
「
石
上
布
留
の
尊
」
少
考:

「
尊
」

字
は
尊
称
か
」
（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編
』
巻
四
七

頁
～

86

頁
、
二
〇
〇
〇
年
三
月)

。

92
正
倉
院
文
書
に
は
、
書
状
の
宛
所
や
文
中
の
人
の
名
前
の
後
に
つ
く
例
が
多
数
あ

る
。
「
尊
」
の
正
倉
院
文
書
中
の
使
用
例
に
つ
い
て
、
矢
越
葉
子
「
写
経
所
文
書
に

見
え
る
官
人
の
敬
称(U

SC

共
同
ゼ
ミ)

」
（
『
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
日
本
文
化
研
究
の
国
際
的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動
報
告
書
』

～

頁
、

105

106

二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
詳
し
く
ま
と
め
て
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

文
中
で
の
用
例

3.1

文
中
で
の
用
例
と
し
て
は
、
藤
原
豊
成
（
「
式
部
尊
〈
大
輔
藤
原
朝
臣
〉
」
：

十

(
)

、
「
中
納
言
尊
」
：
二
十
五

(
)

／
九

(
)

、
「
中
納
言
藤

377

2

131

8

66

5

原
尊
宣
」
：
九

(
)

）
、
三
原
王(

大
蔵
卿)

ヵ
（
「
申
卿
尊
了
」
：
三

136

8

196

(
)

）
、
吉
成
（
「
吉
成
尊
」
十
五

(
)

）
、
安
都
雄
足
（
「
佐
官
尊
」
：

5

441

5

造
東
大
寺
司
主
典
／
五

(
)

／
五

(
)

）
、
鈴
鹿
王
（
「
式
部
尊
」
：

243

1

329

2

式
部
卿
／
二
十
四

(
)

）
、
ま
た
該
当
者
不
明
の
事
例
と
し
て
「
進
授
刀
尊

280

3

御
所
」
（
二
十
五

(
)

）
が
あ
る
。

211

6

文
中
で
の
用
例
か
ら
は
、
か
な
り
広
範
囲
の
人
物
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
中
納
言
や
式
部
卿
な
ど
の
「
卿
」
「
大
夫
」
を
用
い
る
べ
き
人
物

に
対
す
る
敬
称
と
し
て
の
使
用
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
用
例
は
全
て
「
尊
」

で
あ
り
、
「
命
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

宛
所
で
の
用
例

3.2
宛
所
で
の
用
例
が
「
尊
」
使
用
例
の
大
部
分
を
占
め
る
が
、
四
等
官
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
の
は
「
阿
刀
曹
官
尊
者
」
（
十
四

(
)

）
、
「
佐
官
尊
」

63

7

（
安
都
雄
足
、
十
六

(
)

）
、
「
東
大
寺
判
官
尊
」
（
六

(
)

）
の

例

341

4

583

4

3

の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
多
く
は
四
等
官
の
下
で
働
く
案
主
や
四
等
官
の
側
近

（
道
守
、
石
万
呂
、
吉
成
な
ど
）
へ
の
敬
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
場
合
に
は
、
姓
を
省
き
、
名
＋
尊
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な

お
、
こ
れ
ら
宛
所
で
の
用
例
に
お
い
て
も
「
命
」
は
見
ら
れ
な
い
。

事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
呉
原
生
人
（
「
呉
原
尊
」
：
三

(
)

）
、
阿

618

6

刀
縄
麻
呂
ヵ
（
「
縄
尊
」
：
二
十
四

(
)

）
、
乙
万
呂
（
「
乙
満
尊
」
：
九

291

5

(
)

、
「
乙
万
呂
尊
」
：
九

(
)

）
、
道
守
（
「
道
守
尊
」
：
二
十
五

5

8

209

3

(
)

／
十
三

(
)

／
二
十
五

(
)

／
二
十
五

(
)

／
十
六

210

5

489

8

245

7

333

6

24

(
)

／
十
六

(
)

、
「
道
守
尊
者
」:

十
三

(
)

／
二
十
二

(
)

、

5

554

8

489

8

40

1

「
道
尊
」
：
十
六

(
)

、
「
道
守
尊
卿
」
：
二
十

(
)

、
「
道
守
尊
公
」

556
3

55

3

：
二
十
二

(
)

／
二
十
二

(
)

）
、
石
万
呂
（
「
石
尊
者
御
曹
」
：
十
三

212
5

214

2
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尊
（

）

9

302

「
尊
」
は
、
「
号
国
常
立
尊
。
至
貴
曰
尊
。
自
余
曰
命
。
並
訓
美
挙
等
也
。
下
皆
倣
此
。
」

み

こ

と

(

『
日
本
書
紀
』
神
代
第
一
段
本
文)

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
、
神
名
や
天
皇

な
ど
の
尊
貴
な
も
の
に
対
し
て
つ
け
る
尊
称
で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
「
十

一
年
春
正
月
壬
戌
朔
。
大
日
本
彦
耜
友
尊
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
也
。
弟
磯
城
津

彦
命
。
是
は
猪
使
連
之
始
祖
也
。
」
（
『
日
本
書
紀
』
巻
四
安
寧
天
皇
十
一
年
）
の

よ
う
に
、
「
尊
」
と
「
命
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
「
尊
」

は
、
題
詞
に
「
日
並
皇
子
尊
」
「
高
市
皇
子
尊
」
「
皇
子
尊
」
と
す
る
六
例
と

「
石
上

振
乃
尊
者

手
弱
女
の

惑
ひ
に
よ
り
て

馬
じ
も
の

縄
取
り
付
け

い
そ
の
か
み

ふ
る
の
み
こ
と
は

獣
じ
も
の

弓
矢
囲
み
て

大
君
の

命
畏
み

天
離
る

鄙
辺
に
罷
る

古
衣

真
土
の
山
ゆ

帰
り
来
ぬ
か
も
」
（
巻
六
ー
一
〇
一
九
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
題

詞
の
六
例
は
第
一
義
的
な
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
「
石
上

振
乃
尊
＝
石
上
乙

麻
呂
卿
は
皇
子
で
は
な
く
、
第
一
義
的
な
用
法
で
は
な
い
。
こ
の
「
尊
」
の
表
現
効

果
に
つ
い
て
は
、
西
崎
亨
氏
の
考
察
が
あ
る
「
「
石
上
布
留
の
尊
」
少
考:

「
尊
」

字
は
尊
称
か
」
（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
編
』
巻
四
七

頁
～

86

頁
、
二
〇
〇
〇
年
三
月)

。

92
正
倉
院
文
書
に
は
、
書
状
の
宛
所
や
文
中
の
人
の
名
前
の
後
に
つ
く
例
が
多
数
あ

る
。
「
尊
」
の
正
倉
院
文
書
中
の
使
用
例
に
つ
い
て
、
矢
越
葉
子
「
写
経
所
文
書
に

見
え
る
官
人
の
敬
称(U
SC

共
同
ゼ
ミ)

」
（
『
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
日
本
文
化
研
究
の
国
際
的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動
報
告
書
』

～

頁
、

105

106

二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
詳
し
く
ま
と
め
て
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

文
中
で
の
用
例

3.1

文
中
で
の
用
例
と
し
て
は
、
藤
原
豊
成
（
「
式
部
尊
〈
大
輔
藤
原
朝
臣
〉
」
：

十

(
)

、
「
中
納
言
尊
」
：
二
十
五

(
)

／
九

(
)

、
「
中
納
言
藤

377

2

131

8

66

5

原
尊
宣
」
：
九

(
)

）
、
三
原
王(

大
蔵
卿)

ヵ
（
「
申
卿
尊
了
」
：
三

136

8

196

(
)

）
、
吉
成
（
「
吉
成
尊
」
十
五

(
)

）
、
安
都
雄
足
（
「
佐
官
尊
」
：

5

441

5

造
東
大
寺
司
主
典
／
五

(
)

／
五

(
)

）
、
鈴
鹿
王
（
「
式
部
尊
」
：

243

1

329

2

式
部
卿
／
二
十
四

(
)

）
、
ま
た
該
当
者
不
明
の
事
例
と
し
て
「
進
授
刀
尊

280

3

御
所
」
（
二
十
五

(
)

）
が
あ
る
。

211

6

文
中
で
の
用
例
か
ら
は
、
か
な
り
広
範
囲
の
人
物
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
中
納
言
や
式
部
卿
な
ど
の
「
卿
」
「
大
夫
」
を
用
い
る
べ
き
人
物

に
対
す
る
敬
称
と
し
て
の
使
用
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
用
例
は
全
て
「
尊
」

で
あ
り
、
「
命
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

宛
所
で
の
用
例

3.2
宛
所
で
の
用
例
が
「
尊
」
使
用
例
の
大
部
分
を
占
め
る
が
、
四
等
官
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
の
は
「
阿
刀
曹
官
尊
者
」
（
十
四

(
)

）
、
「
佐
官
尊
」

63

7

（
安
都
雄
足
、
十
六

(
)

）
、
「
東
大
寺
判
官
尊
」
（
六

(
)

）
の

例

341

4

583

4

3

の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
多
く
は
四
等
官
の
下
で
働
く
案
主
や
四
等
官
の
側
近

（
道
守
、
石
万
呂
、
吉
成
な
ど
）
へ
の
敬
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
場
合
に
は
、
姓
を
省
き
、
名
＋
尊
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な

お
、
こ
れ
ら
宛
所
で
の
用
例
に
お
い
て
も
「
命
」
は
見
ら
れ
な
い
。

事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
呉
原
生
人
（
「
呉
原
尊
」
：
三

(
)

）
、
阿

618

6

刀
縄
麻
呂
ヵ
（
「
縄
尊
」
：
二
十
四

(
)

）
、
乙
万
呂
（
「
乙
満
尊
」
：
九

291

5

(
)

、
「
乙
万
呂
尊
」
：
九

(
)

）
、
道
守
（
「
道
守
尊
」
：
二
十
五

5

8

209

3

(
)

／
十
三

(
)

／
二
十
五

(
)

／
二
十
五

(
)

／
十
六

210

5

489

8

245

7

333

6

24

(
)

／
十
六

(
)

、
「
道
守
尊
者
」:

十
三

(
)

／
二
十
二

(
)

、

5

554

8

489

8

40

1

「
道
尊
」
：
十
六

(
)

、
「
道
守
尊
卿
」
：
二
十

(
)

、
「
道
守
尊
公
」

556
3

55

3

：
二
十
二

(
)

／
二
十
二

(
)

）
、
石
万
呂
（
「
石
尊
者
御
曹
」
：
十
三

212
5

214

2
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(
)

）
、
石
万
呂
お
よ
び
道
守
（
「
伊
志
万
呂

道
守
二
尊
」
：
十
四

462
4

210

(
)

、
「
石
万
呂
道
守
両
尊
」
：
十
四

(
)

、
「
石
麻
呂
道
守
二
柱
尊
」
：

6

176

6

二
十

(
)

）
、
吉
成
（
「
吉
成
尊
」
：
十
五

(
)

／
五

(
)

／
五

62

6

355

6

243

5

(
)

、
「
吉
成
尊
者
」
：
十
六

(
)

）
、
「
五
百
瀬
尊
」
（
四

(
)

）
、

388
6

120
7

276

3

「
男
黒
尊
」
（
四

(
)

／
二
十
五

(
)

、
「
小
黒
尊
」
（
十
五

(
)

316

5

239

1

461

1

／
二
十
二

(
)

）
、
「
眞
木
万
呂
尊
」
（
十
四

(
)

）
、
「
稲
持
尊
者
」

373
4

191

1

（
四

(
)

）
、
「
廣
万
呂
尊
」
（
十
六

(
)

）
、
「
楊
尊
」
（
十
六

408

1

171

9

554

(
)

）
、
「
佩
田
尊
」
（
十
五

(
)

）
、
「
□
万
呂
尊
」
（
四

(
)

）
、

2

308

5

523

5

「
経
司
尊
者
」
（
十
三

(
)

）
、
「
諸
尊
」
（
二
十
五

(
)

）
、
「
尊

121

6

262

7

者
」
（
二
十
五

(
)

）
、
「
両
案
主
并
諸
尊
者
」
（
十
五

(
)

）
、
「
案

269
3

471

1

主
尊
」
（
二
十
五

(
)

）
、
「
別
当
尊
」
（
二
十
二

(
)

）
、
「
経
所

362

6

191

8

諸
尊
」
（
二
十
二

（

)

）

372

8

こ
れ
ら
は
、
特
に
貴
人
と
言
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
上
司
に
対
し
て
○
○
様
、
と
言

う
程
度
の
敬
称
で
あ
る
。
丸
山
裕
美
子
氏
は
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て
ー
正
倉
院
文

書
に
み
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
」
（
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
、

頁
、
一
九
九
六

147

年
）
で
、

正
倉
院
文
書
に
み
え
る
「
尊
」
は
「
み
こ
と
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
現
在

私
た
ち
が
使
う
と
こ
ろ
の
○
○
様
・
○
○
殿
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ
れ

て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。

「
尊
」
は
、
木
簡
や
告
知
札
に
も
見
え
る
。
「
謹
通

敷
万
呂
尊
所

請
菜
端

事
」
（
『
木
簡
研
究
』
創
刊
号

頁
、
一
九
七
九
年
）
、
「
酒
人
尊
者
前
下
啓

請

56

□
□
事
」
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
七

頁
、
一
九
八
四
年
）
、

9

「
謹
告
知
往
還
上
中
下
尊
等
御
中
迷
□
少
子
事
」(

『
木
簡
研
究
』
第
一
三
号

頁
、

35

一
九
九
一
年)

、
「
…
上
下
乃

諸
々
尊
人
及
び
小
子
等
至
麻
而
尓

」(

『
木
簡
研
究
』
第

六
号

頁
、
一
九
八
四
年)

な
ど
。
こ
れ
ら
も
、
特
に
貴
人
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

106

敷
万
呂
様
、
酒
人
様
、
或
い
は
、
道
を
行
き
交
う
皆
々
様
、
く
ら
い
の
軽
い
敬
称
で

あ
る
。

ま
た
、
新
川
登
亀
男
氏

は
、
「
古
代
東
国
の
「
石
文
」
系
譜
論
序
説
」
（
『
東
国

石
文
の
古
代
史
』

頁
～

頁
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
正
倉
院
文
書
中
の

2

53

｢

尊｣

に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
「
尊
」
が
公
文
書
中
の
用
語
で
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
私

文
書
な
ど
に
み
ら
れ
る
日
常
的
な
尊
称
表
現
で
あ
っ
た
。
書
状
形
式
の
も
の
に

多
く
、
上
申
文
書
的
な
性
格
が
み
ら
れ
る
が
、
口
頭
言
語
的
な
色
合
い
も
含
ま

れ
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
木
簡
の
例
に
つ
い
て
は
、

「
少
子
」
「
小
子
」
に
対
し
て
「
尊
」
「
尊
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
子
ど
も

に
対
し
て
の
大
人
を
さ
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
女
子
供
に
対
比
さ
せ
ら

れ
た
成
人
男
性
の
価
値
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

表
題
に
つ
い
て
（
再
掲
）

『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の
収
録
順
に
月
借
銭
解
に
番
号
を
付
し
た
。
一
番

か
ら
百
七
番
ま
で
が
月
借
銭
解
で
あ
る
。
二
百
番
台
に
、
月
借
銭
解
で
は
な
い
が
、

出
挙
銭
解
や
借
貸
銭
解
等
、
借
金
に
関
す
る
文
書
を
お
さ
め
た
。
三
百
番
台
に
、
借

金
の
証
文
で
は
な
い
が
、
月
借
銭
と
関
わ
り
の
あ
る
文
書
を
お
さ
め
た
。

月
借
銭
解
総
目
録
再
掲
に
つ
い
て

第
二
分
冊
に
一
覧
表
を
載
せ
た
が

番
以
降
に
変
更
が
生
じ
た
の
で
再
掲
し
た
。

85

番
は
月
借
銭
解
の
通
常
の
様
式
と
は
異
な
る
が
月
借
銭
解
と
見
な
し
て
よ
い
と
考

107え
、
第
二
分
冊
の
一
覧
で
は

番
に
入
れ
た
が
、
最
後
尾
の

番
に
入
れ
る
こ
と
と

85

107

し
た
。

付
記な

お
、
写
真
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
（
八
木

書
店
）
を
用
い
た
。
釈
文
は
、
東
大
資
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の

釈
文
を
原
文
の
体
裁
の
ま
ま
転
載
し
た
。
八
木
書
店
に
は
転
載
許
可
を
頂
い
た
。
正

倉
院
事
務
所
に
は
届
け
出
た
。
い
ず
れ
も
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。本

書
は
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
松
尾
良
樹

教
授
の
授
業
「
中
国
言
語
文
化
構
造
論
」
に
お
い
て
、
松
尾
教
授
の
指
導
の
下
、
桑

原
祐
子
氏
、
黒
田
洋
子
氏
、
中
川
ゆ
か
り
氏
、
田
川
真
千
子
氏
の
助
言
を
得
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
水
絢
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
九
日
補
訂
）
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表
題
に
つ
い
て
（
再
掲
）

『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の
収
録
順
に
月
借
銭
解
に
番
号
を
付
し
た
。
一
番

か
ら
百
七
番
ま
で
が
月
借
銭
解
で
あ
る
。
二
百
番
台
に
、
月
借
銭
解
で
は
な
い
が
、

出
挙
銭
解
や
借
貸
銭
解
等
、
借
金
に
関
す
る
文
書
を
お
さ
め
た
。
三
百
番
台
に
、
借

金
の
証
文
で
は
な
い
が
、
月
借
銭
と
関
わ
り
の
あ
る
文
書
を
お
さ
め
た
。

月
借
銭
解
総
目
録
再
掲
に
つ
い
て

第
二
分
冊
に
一
覧
表
を
載
せ
た
が

番
以
降
に
変
更
が
生
じ
た
の
で
再
掲
し
た
。

85

番
は
月
借
銭
解
の
通
常
の
様
式
と
は
異
な
る
が
月
借
銭
解
と
見
な
し
て
よ
い
と
考

107え
、
第
二
分
冊
の
一
覧
で
は

番
に
入
れ
た
が
、
最
後
尾
の

番
に
入
れ
る
こ
と
と

85

107

し
た
。

付
記な

お
、
写
真
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
（
八
木

書
店
）
を
用
い
た
。
釈
文
は
、
東
大
資
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
の

釈
文
を
原
文
の
体
裁
の
ま
ま
転
載
し
た
。
八
木
書
店
に
は
転
載
許
可
を
頂
い
た
。
正

倉
院
事
務
所
に
は
届
け
出
た
。
い
ず
れ
も
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま

す
。本

書
は
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
松
尾
良
樹

教
授
の
授
業
「
中
国
言
語
文
化
構
造
論
」
に
お
い
て
、
松
尾
教
授
の
指
導
の
下
、
桑

原
祐
子
氏
、
黒
田
洋
子
氏
、
中
川
ゆ
か
り
氏
、
田
川
真
千
子
氏
の
助
言
を
得
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
水
絢
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
）

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
九
日
補
訂
）
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ナ
ン
バ
ー 

大日本 

古文書 
所 属 

書出 

文言 
事書き 本 文 日 付 日下、署名 

償･證･

保等 

備 考 

(使等) 

085 22.377 続々四十 2

ウ 36-37 紙 

謹解 申請月借錢事 合参貫文 大伴路万呂一

貫文〈質物布四端〉 舩木

麻呂五百文〈質物布二端〉 

中臣舩万呂五百文〈質物布

二端〉 占部忍男五百文

〈質物布二端〉 酒波家万

呂五百文〈質物布二端〉 

右件錢請人等生死同心結

望料給時本利具備依員將

進上仍注状具謹以解 

寳龜五年

二月一日 

結上大友路万呂 舩

木麻呂 中臣舩麻呂 

占部忍男 酒波家麻

呂 

   

086 22.378 続々四十 2

ウ 38 紙 

謹解 申請月借錢事 合壹貫漆伯陸拾文〈利百文

別加十五文〉 質物布陸端 

陽侯史穂足貳伯文 壬生

廣主貳伯文 葦浦繼手壹

伯文 中臣舩木麻呂貳伯

文 音太部野上壹伯文 采

女千縄壹伯陸拾文 卜部

忍男壹伯文 桒内真公貳

伯文 工清成壹伯文 物部

吉麻呂壹伯文 

    

087 22.381-382 続々四十 3

ウ 13 紙 

謹解 申請月借錢事 合壱貫文〈利如進人者〉質

家也 右件錢忽依有所用

一月之間所請如前仍注事

状附葛万呂申送以解 

寳龜五年

三月廿九

日 

付葛万呂 主奴 美

努舩長 状上 

 謹上 経所

衙 紙末申 

舩長今間有

暇日甚多欲

参織布乞欲

可不之状聞

食 

088 22.415-416 続々四十 2

ウ 35 紙 

謹解 申請月借錢事 二百文 右錢限一月内所

請如件謹以申 

寳龜五年

四月廿七

日 

高向小祖   

089 22.416 続々三十一

4 ウ 21 紙 

    状具以解 寳龜五年

四月廿八

日 

専受 五百木部眞勝 償人 

石川宮

衣 

 

090 22.416-417 続々四十 2

ウ 33 紙 

謹解 申請月借錢事 合参伯文〈利毎百文加十五

文〉 右限一箇月内本利并

將進上仍注状以解 

寳龜五年

四月廿九

日 

金月足 丈部濱足   

091 22.417-418 続々四十 4

ウ 127 紙 

謹啓 申請借錢事 合錢参貫文 質物家一区 

右件錢一箇月之間恐々所

請如件謹啓 

寳龜五年

五月十六

日 

上馬養 男上藤万呂 

上氏成 

  

092 22.418 続々四十 4

ウ 127 紙 

謹啓 申請借錢事 合錢参貫文 質物口分田

二町 右件錢一箇之間

恐々所請如件謹白 

寳龜五年

五月十六

日 

上馬養 男上藤万呂   

093 22.428-429 続々四十 2

ウ 70 紙 

謹解 申請月借錢事 合壹貫文〈加利別百文十五

文〉 韓國千村肆伯文 桒

内真公陸伯文 右件錢當

料給日本利共將進納仍二

人同心注事状謹解 

寳龜五年

七月十七

日 

韓國千村 桒内真公   

094 22.585-586 続々四十 2

ウ 81 紙 

□ □

〔謹解

ヵ〕 

□□□□□□

〔申請月借錢事

ヵ〕 

合錢壱貫伍伯文 生江秋

麻呂捌伯文 阿刀歳足漆

伯文 右件錢當料給時將

加本利如數進上仍注状謹

以解 

寳龜五年

九月十九

日 

生江秋麻呂 阿刀歳

足 

償 秦

磯上 

依員行公 

095 22.586 続々四十 2

ウ 80 紙 

桒内真

公解 

申請月借錢事 合弐佰文〈利百別十五文〉 

右件錢限料給日本利并將

進納了注状以謹解 

寳龜五年

八月十三

日 

償人 物部常石   

096 22.587 続々四十 2

ウ 65 紙 

謹解 申請月借錢事 合錢壱貫弐伯文〈加利別百

十五文〉 生江秋麻呂陸伯

文 阿刀歳足陸伯文 右件

錢當料給時將如數本利加 

    

097 22.587-588 続々四十 2

ウ 66 紙 

謹解 申請月借錢事 合参貫陸伯文〈利百別十五

文〉 他田嶋麻呂一貫文刑

部眞主八百文 音太部野

上一貫文占部忍男八百文 

右件錢者四人同心當料給

日本利共 

    

098 22.588 続々四十 2

ウ 63 紙 
謹解 申請月借錢事 合玖百文〈別一百利十五

文〉 

       

099 22.588 続々四十 3

ウ 2 紙 

謹解 申請月借錢事 合錢壱貫五百文〈加利別百

十五文〉 
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ナ
ン
バ
ー 

大日本 

古文書 
所 属 

書出 

文言 
事書き 本 文 日 付 日下、署名 

償･證･

保等 

備 考 

(使等) 

100 23.002-003 続々四十 3

ウ 5 紙 

謹解 申請月借錢事 合弐貫弐伯文〈利毎百文加

十五文〉 金月足請壱貫文 

丈部忌寸濱足陸伯文 丈

部忌寸益人陸伯文 右件

錢當布施時將進上仍録状

以解 

寳龜五年

九月十五

日 

   

101 23.003-004 続々四十 3

ウ 6 紙 

大羅嶋

守解 

申請月借錢事 合参佰文〈利別百文／十五

文加〉 右限二箇月本利並

將進納仍注事状以謹解 

寳龜五年

九月十八

日 

大羅嶋守謹状   

102 23.051 続々四十 4

ウ 19 紙-18

紙 

□〔謹〕

解 

申請月借錢事 参貫肆伯文〈利百別十五

文〉 舟木直麻呂六百文 

占部忍男七百文 桒内真

公八百文 他田嶋麻呂四

百文 刑部真主六百文 酒

波家麻呂五百文 工浄成

五百文 右件錢當料給時

本利并依數將進上若一人

闕遺人等依數進納仍事状

具注以解 

寳龜五年

九月十九

日 

   

103 23.179 続々四十 4

ウ 19 紙-18

紙 

      寳龜五年

十一月卅

日 

金月足 丈部濱足   

104 23.180 続々四十 3

ウ 27 紙 

謹解 申請月借錢事 合錢壱貫文〈加利別百文十

五文〉 右件錢限一箇月内

加利本如數將進上仍注事

状謹以解 

寳龜五年

十二月一

日 

大網嶋守謹状 證人 

大伴浄

人 

 

105 23.516 続々四十 3

ウ 62 紙 

謹解 申請月借錢事 合貳伯文〈利者百別十五

文〉 右件錢當料給時本利

共進上仍注状解 

寳龜六年

五月卅日 

山部針間麻呂 償人丈

部濱足 

 

106 23.568-569 続々四十 4

ウ 62 紙 

謹解 申請月借錢事 合五佰文〈利百別十五文〉

質布三端 右錢進者限料

給日本利依員進納仍注状

以解 

寳龜六年

十一月十

五日 

刑部廣濱 償 物

部常石 

償 大

春日鳥

養 

徴成將進人

大伴浄人 

107 22.058-059 続々二十三

3 ウ 2 紙 

謹解 申沽布事   壹端 直銭貳佰文 右件布

料給日即在中吉乎将進上 

仍注状謹以解 

寳龜四年

八月二十

二日 

請置始清足   

201 03.391 続二十五 1 謹解 申請出挙錢事 合銭二百卌文 〈限半倍 

質門田一段〉 右件錢秋時

不過成而進上謹解新田部

宿祢入加恵加良古宇都久

志女二人生死同心成而進

上■謹申 

天平勝寳

二年五月

六日 

   

202 03.395 続二十五 2 謹解 申出挙錢請事 合請錢四百文 高屋連兄

勝 質口分田二段 相妻笶

原木女 女稲女 阿波比女 

□〔右ヵ〕人生死同心八箇

月内半倍進上若期月過者

利加進上謹解 若年不過

者稲女 阿波比女二人身

入申 

天平勝寳

二年五月

十五日 

   

203 03.405 続二十五 3 謹解 申請出挙錢事 合錢肆佰文〈質式下郡十三

條卅六走田一町〉 受 山

道真人津守 息長真人家

女 山道真人三中 右件三

人死生同心限八箇月半倍

将進上若不進上者息長黒

麻呂将進上仍録状以解 

天平勝寳

二年五月

廿六日 

息長真人黒麿   

204 03.406 続後二十 1 謹解 申請借貸錢事   天平勝寳

二年六月

五日 

  文進人大倭

目佐伎万呂 

205 04.261 続後二十 2 謹解 申請借錢事 合錢壹貫文 右件錢請借

貸以来七月上旬依数将進

納仍具注状謹解 

天平寳字

二年二月 

下走 上道真浄   

206 04.273 続四十六 1 謹啓 請錢借事 合錢壹貫〈卅日許〉 右請

月借一月限本利并必納報

仍状注謹白 

天平寳字

二年六月

廿七日 

真養謹状  使刑部阿古

賣 
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ナ
ン
バ
ー 

大日本 

古文書 
所 属 

書出 

文言 
事書き 本 文 日 付 日下、署名 

償･證･

保等 

備 考 

(使等) 

207 04.507 続二十五 6 謹解 申請商錢事 合伍貫文 右錢限八箇月

成半倍将進納若過期月成

壹倍将進納仍挙事状謹以

解 

天平寳字

五年八月

廿九日 

丸子人主 保 漆

部造枚

人 

  

301 06.570 続三十一 10 謹解 申請布施留欲

事 

合長布五匹 右依経師丸

部人君可出錢壱貫二百文

所請如件仍此趣照給属分

垂給謹以申 

寳龜五年

七月八日 

僧恵禅   

302 15.441 続々四十五

3 ウ 14 紙 

    秦乙公百 秦立人百文 調

乙万呂百文 大伴諸人卌

文 倉古万呂八十文 神人

廣万呂百文 日下部廣人

六十 調玉足百文 右件人

等以去五年十二月廿七日

請月借錢未報逃亡是為冒

名石山寺仕聞食故好解吉

成尊其人面見如所注此書

員折請欲給恐々以解 

六年三月

廿七日 

鳥取国万呂状   

303 23.569 続々四十 4

ウ 50 紙 

謹啓 申可進錢期事 合四百文 右以錢十一月

八日必依數進上若期日過

者罪重請返上仍状注、謹

以解 
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